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菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

七多セ七多セ七多セ

菊市所 菊池市役所本庁舎
七支所 七城支所

七城多目的研修センター
七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。
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菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
https://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
9/30 1 2 3

■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
泗支所  総務課
■行政無料相談
10：00～正午泗支所

4
◆すくすく講座�１０：
３0～１１：３０児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受
付）旭憩家

5 6
●中央おはなし会
10：30～菊中図

●３歳児健診
13：10～13：30（受付）
菊文館
■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

7
◆第3回栗だごフェス
タ　１０：００～１４：００
重味迫龍ふれあいセ
ンター

8  体育の日 9
●育児相談
9：30～10:30西部セ
■年金出張相談　
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課

10
◆献血⑲　９：３0～１１：
００、１２：１５～１６：００
菊市所
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗支所
■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

11
◆すくすく講座�１０：
３0～１１：３０児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30（受
付）西部セ

12
■無料人権相談
10：00～15：
00旭憩家、泗支所
◆菊池一族市民講座
⑩1８：３0～菊中公

13
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会の
おはなし会　11：00～
泗　図
◆御松囃子御能⑩
13：00～　菊池松囃子
能場

◆能場コンサート⑩
1７：３0～　菊池松囃
子能場

14
◆菊池一族ウォーク
ラリー⑩1０：０0～
菊池市民広場
◆キクロス★シネマ
倶楽部13：30～
菊中図
◆チーム対抗のど
自慢大会⑩13：30～
菊文館

15
◆菊池秋まつり（御神
幸行列・通し物）⑩11：
00～隈府商店街一帯

16
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
旭憩家
■認知症サポーター
養成講座�　14:00
～菊市所

17
■弁護士相談　
9：00～正午（要予約）
菊市所総務課
■年金出張相談　
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課
■行政無料相談
10：00～正午菊市所
●１歳６カ月児健診
13：10～13：30（受付）
泗支所

18
◆すくすく講座�１０：
３0～１１：３０児童セ

19
■男女共同参画専門
委員相談�　13：３
0～16：30（要予約）
菊市所
男女共同参画推進課

20
●古文書・古写真受け
入れ日　9:00～17：
00菊中図
◆くまもと子育て応援プ
ロジェクトin菊池�1０：
00～　菊中公
●中央おはなし会
10：30～菊中図
●ぽんぽんリース作り
10：30～七　図
●旭志おはなし会
13：30～旭　図

■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

●古典を楽しむ会
14：00～泗　図
●英語おはなし会
1４：０0～菊中図

21
◆泗水図書館まつり
�10：00～17：00
泗　図

22 
●育児教室　9：30～
10：00西部セ
■生活衛生関係業者
のための経営相談室
�　１０：０0～１４：００
菊池保健所

23
■年金出張相談　
9：30～15：00（要予約）
菊市所健康推進課
●七城おはなし会
1１：０0～七　図
●６・７カ月児健診
13：10～13：30（受付）
西部セ
■もの忘れ相談会�
１３：30～1６：00（要予
約）菊市所高齢支援課

24
●３歳児健診　13：10
～13：30（受付）菊文館
■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

25
◆すくすく講座�１０：
３0～１１：３０児童セ
●２歳児歯科健診　
13：10～13：40(受
付）菊文館
■認知症介護家族の
つどい�　１３：30～
1６：00菊老福
■納税相談夜間窓口
～31日まで（㈯㈰除
く）～20：00菊市所

26
●おはなしの部屋
11：00～泗　図
◆菊池市文化祭合同
開会式・前夜祭⑪　
18：30～菊文館

27
◆きくち歩き愛です～コ
スモスウォーク～
七城ふるさとコスモスま
つり　９：００～
七城総合グラウンド
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会のお
はなし会11：00～泗　図

28
◆第4回コスプレフェ
スタin孔子公園�　
1３：00～　泗水孔子
公園

29 30 31
■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

11/1
◆特別展「蒙古襲来
絵詞と竹崎季長」�
～12/17まで　９：３０
～１７：１５　くまもと文
学・歴史館

11/2 11/3 文化の日
◆泗水秋まつり⑪　９：
００～　泗水孔子公園
◆第33回しすいコスモ
スマラソン大会⑪　９：
４０スタート　泗水孔子
公園

◆KiCROSS開館１
周年記念講演会　１３：
００～菊文館　

11/4
◆菊人形・菊まつり⑪
～１１/1８まで　９：００
～17:00　菊池市民
広場
◆KiCROSS開館１周
年記念イベント　９：
００～１６：００菊中公

11/5 11/6 11/7
■窓口延長（各種証明
書の発行）　毎週㈬～
２０：00菊市所市民課

11/8 11/9 11/10
◆冨田甚平シンポジウ
ム⑰　９：３0～　七　公

◆土地改良の詩・冨田
甚平⑰　１６：０５～１７：
２０　テレビ熊本

菊池人
野田哲詩さん

秋を彩るイベントを紹介
秋の菊池をもっと楽しもう！

健康だより
命をつなぐ骨髄バンク

ドラマで描かれる
土地改良の父、冨田甚平の生涯

出品者を募集します！
第6回菊池米食味コンクール
第2回九州のお米食味コンクールin菊池

特 集  移動販売車
また買い物ができるようになった―
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３ 菊池人  野田哲詩さん

４
特集 移動販売車
また買い物ができるようになったー

１０
秋を彩るイベントを紹介します
秋の菊池をもっと楽しもう！

1２
1３

第6回菊池米食味コンクール
第2回九州のお米食味コンクールin菊池

1４
1５

作文　プラチナ未来人財育成塾
作文　社会を明るくする運動

16
１７

シリーズ日本遺産
ドラマで描かれる土地改良の父、冨田甚平の生涯

1８
健康だより
命をつなぐ骨髄バンク
はじめよう！ジョギング＆ウォーキングセミナー参加者募集／献血
にご協力ください／歯ッピーキッズ

２０
２１

文芸きくち
ＫｉＣＲＯＳＳだより

２２
２３

嶋屋日記の風景／人権・同和教育シリーズ
わいふ一番館だより／交流の絆～姉妹友好都市通信
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

2４

～

3１

情報つう
▼お知らせ　インフルエンザ予防接種／10月は乳がん月間で
す／住宅の耐震化を支援しています／労使紛争の解決に「あっせ
ん」をご利用ください／優良運輸事業者を積極的に利用してくだ
さい／働き方改革関連法案成立により「働き方」が変わります／
10月の税の納期限10月31日㈬／年に１回は特定健診を受診しま
しょう／犬猫の譲渡会を開催します／新しい民生委員・児童委員
を紹介します／介護予防ミニ講座／浄化槽法定検査（11条検査）
を必ず受けましょう／市有財産（土地）を公売します／熊本県最低
賃金が改定されました／ハロウィンジャンボ宝くじ／お詫びと訂
正
▼募集　職業訓練コース／サテライト菊池教室受講者募集／障
がい者委託訓練／平成30年度第2回菊池市営住宅補充入居者を
募集／養生園かぼちゃ館持久力 UPセミナー参加者募集／2019
女子ハンドボール世界選手権ボランティア募集／県立高等技術専
門校平成31年度4月入校生募集
▼相談・講演講習　行政相談所を開設しています／認知症介
護家族のつどい／ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相
談／生活衛生関係営業者のための経営相談室／もの忘れ相談会
／お金の悩み無料相談会／定期救命講習（普通）／認知症サポー
ター養成講座／看護師スキルアップ研修 in 菊池～小児の医療ケ
ア初中級編／里親制度をご存知ですか里親フォーラム開催
▼イベント　ママのための子育ておしゃべりカフェ／新垣隆ピ
アノコンサート／くまもと子育て応援プロジェクトin 菊池／未就
学児のためのすくすく講座／「変革の煽動者佐々木耕成アーカ
イブ」／くまもと若者×しごとマッチングフェスタin 県北／ job 
navi2018学生等企業説明会＆面接会／第4回コスプレフェスタ
in 孔子公園／くまもと文学・歴史館特別展示「蒙古襲来絵詞と竹
崎季長」／不動産公売会を開催します
市民の広場

3２
３３

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

３４ 地域おこし協力隊

35 TOPICS～まちの話題～

３８
３９

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙

８月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,144 人 －25
　 菊池：24,476 人 －11
　 七城： 5,318 人 21
　 旭志： 4,575 人 －17
　 泗水：14,775 人 －18
男　性：23,558 人 －14
女　性：25,586 人 －11
世　帯： 19,199 世帯 13

年齢別人口 
0～14歳 6,445 人 13%
15～64歳 26,974 人 55%
65歳以上 15,725 人 32%
自然増減 社会増減
出  生：34 転  入：110
死  亡：42 転  出：123

菊池の情報発信

公式フェイスブック「癒しの里 菊池」

公式YouTubeチャンネル「癒しの里 菊池 Kikuchi city」

きくち防災・行政ナビ（スマートフォン・タブレット端末専用アプリ）

公式ツイッター「@Kikuchi_city」

公式インスタグラム「kikuchicity」

マチイロ（スマートフォン専用アプリ）

市民の暮らしに必要な情報を掲載してい
る行政サイトと、菊池の魅力を発信してい
る観光サイトがあります。

祭りやイベント、旬な情報など、タイムリー
なニュースを紹介しています。

イベントや祭りのほか、プロモーションビ
デオや動画コンテストの作品など、さまざ
まな動画をアップしています。

防災無線や個別受信機からの情報を確認
できます。火災情報や学校からのお知ら
せも配信している無料アプリです。

菊池のイベント情報やニュースを手軽に確
認できます。

絶景だけでなく、街に隠れる意外な見どこ
ろなど、写真で伝えたい菊池の魅力を紹介
しています。

「広報きくち」をいつでもどこでも読むこと
ができる無料アプリです。

※ QRコードの読み取りがうまくできない時は、上下のQRコードを隠して
再度読み取ってください。

公式ホームページ  https://www.city.kikuchi.lg.jp/

９月２日に開催された第12回
北宮阿蘇神社少年相撲大会
での「赤ちゃんの土俵入り」
の１コマ。紅白の鉢巻きと化
粧まわしを身に付けた18人
の赤ちゃんが、泣いたり笑っ
たり、眠っていたりと、十人十
色の土俵入りを披露。健やか
な成長と家庭の安泰を願い、
力士が力強く四股を踏むと、
会場からは「よいしょ」と大き
な掛け声がかけられました。

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

楽しみながら
農業をしたい
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た
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北
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ま
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福
岡
市
で
会
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員
に
。
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友
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母
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る
ほ
ど

苦
し
ん
だ
が
、平
成
29
年
４
月
に
就
農
。「
必

死
に
頑
張
ろ
う
」
と
開
き
直
る
と
、「
肌
に

合
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
毎
日
が
新
し

い
発
見
の
連
続
。
自
分
の
性
格
は
オ
タ
ク
気

質
で
研
究
熱
心
な
の
で
、
楽
し
く
て
仕
方
が

な
い
」
と
米
作
り
に
の
め
り
込
ん
だ
。
田
ん

ぼ
の
見
回
り
活
動
は
１
日
４
回
。
計
４
時
間

弱
を
か
け
て
行
う
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
田
ん

ぼ
に
情
熱
を
注
い
で
い
る
。

　

昨
年
の
菊
池
米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

就
農
１
年
目
に
し
て
準
優
勝
の
快
挙
。「
師

匠
の
農
法
で
作
っ
た
お
米
。
お
い
し
さ
を
証

明
で
き
て
良
か
っ
た
」。
優
勝
と
は
１
点
差
。

笑
顔
の
裏
に
悔
し
さ
も
に
じ
ま
せ
る
。

　
「
菊
池
に
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
で
来
た
。

地
域
で
一
目
置
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」。
熊
本
市
の
マ
ル
シ
ェ
で
販
売
し

て
い
る
ほ
か
、
加
工
品
の
開
発
に
も
取
り
組

む
。「
お
い
し
い
お
米
を
作
り
た
い
。
面
白

い
商
品
を
実
現
し
た
い
。
あ
と
は
…
お
嫁
さ

ん
を
見
つ
け
な
い
と
！
」

Profile　のだ・てつし
昭和56年６月６日生まれ。福岡でアパレル関係の仕事につ
いていたものの、新規就農を決意。米農家で米・食味鑑定
士の堤

つつみ

公
きみ

博
ひろ

さん（袈裟尾）の指導のもと、南古閑の56アール
の畑で米作りをスタート。趣味は漫画と遊園地の絶叫マシー
ン。特技は職歴を生かした靴磨き。野間口区在住。37歳。

米農家

野田 哲詩さん

1_ 会社員時代は百貨店で靴磨きを実演していたことも。愛用の道具でササっと手際よ
く磨き上げる 2_きくち観光物産館の一角にある販売スペース。パッケージにもこだわっ
ている 3_師匠の堤公博さん㊧と。「師匠の技術や行動力、発想は勉強になります」
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軽快な音楽とともに販売車が出発しました

買
い
物
が
難
し
い
土
地

　
買
い
物
難
民
や
限
界
集
落
と
い
っ
た

社
会
問
題
は
、
本
市
で
も
山
間
部
を
中

心
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進

み
、
人
口
は
減
少
。
路
線
バ
ス
の
廃
止
、

地
域
生
活
を
支
え
て
き
た
個
人
商
店
の

廃
業
と
、
食
料
品
や
日
用
品
の
購
入
が

困
難
な
集
落
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
市
は
い

き
い
き
１
０
０
歳
体
操
を
実
施
す
る
各

地
域
の
通
い
の
場
で
、
買
い
物
手
段
や

外
出
頻
度
な
ど
を
調
査
（
左
ペ
ー
ジ
図

参
照
）。
26
・
６
％
の
人
が
自
動
車
に

同
乗
し
て
買
い
物
に
出
向
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
分
で
運
転
し
て
買
い
物
に

向
か
う
44
・
４
％
の
人
の
中
に
は
、
運

転
に
不
安
を
感
じ
免
許
証
の
自
主
返
納

を
考
え
る
人
も
含
ま
れ
ま
す
。
自
力
で

の
買
い
物
が
困
難
な
人
の
存
在
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

三
セ
ク
の
移
動
販
売
車
が
始
動

　
買
い
物
支
援
が
必
要
と
感
じ
た
道
の

駅
（
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
、
旭
志
村
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
泗
水
養
生
市
場
）

と
き
く
ち
観
光
物
産
館
は
、
移
動
販
売

を
企
画
。
補
助
事
業
を
活
用
し
準
備
を

進
め
ま
し
た
。
道
の
駅
旭
志
村
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
７
月
に
移
動
販
売
車

「
き
く
丸
号
」
の
出
発
式
を
行
い
、
各

団
体
は
曜
日
ご
と
に
運
行
日
を
分
け
、

地
域
へ
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
買
い
物
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
や
見
守
り
活
動

も
期
待
さ
れ
て
い
る
移
動
販
売
車
。
集

落
を
巡
る
心
強
い
存
在
に
、
地
域
住
民

か
ら
は
喜
び
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
買
い
物
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
―

「
刺
身
は
ま
だ
あ
っ
と
か
ね
え
」

「
今
日
は
何
ば
し
よ
っ
た
ね

」

近
隣
に
商
店
が
な
い
、と
あ
る
山

あ
い
の
地
域
。
音
楽
と
と
も
に
移

動
販
売
車
が
姿
を
現
す
と
、
普

段
は
の
ど
か
な
集
落
が
に
わ
か
に

活
気
づ
き
ま
す
。
続
々
と
集
ま
る

住
民
。
買
い
物
を
楽
し
み
な
が
ら
、

会
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
週
に

１
度
の
移
動
販
売
は
、日
常
生
活

を
支
え
る
大
切
な
場
。
本
市
で

今
年
か
ら
運
行
が
始
ま
っ
た
移
動

販
売
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、地
域

の
現
状
を
追
い
ま
し
た
。

【
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

農
政
課
農
政
係  

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
１

背 

景

Scene 1

買い物手段の割合

※ 市高齢支援課による通いの場にお
ける「移動手段に係るアンケート」

（平成30年度実施）より

自分で自動車・バイクを運転
自動車に同乗
自転車、徒歩、電動カートなど
交通機関
その他

1.8％

回答人数
410人

44.4％

26.6％

13.4％

13.7％

特 

集  

移
動
販
売
車
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民
間
の
ス
ー
パ
ー
が
実
施

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
サ
ニ
ー

菊
池
店
（
北
原
）
は
第
三
セ
ク
タ
ー

に
先
立
ち
、
今
年
１
月
か
ら
市
内
で

週
１
回
、
移
動
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
も
と
も
と
熊
本
地
震
の
復

興
支
援
と
し
て
、
平
成
28
年
７
月
か

ら
大
津
町
や
御
船
町
の
仮
設
住
宅
で

移
動
販
売
を
開
始
。
仮
設
住
宅
の
縮

小
に
伴
い
販
売
日
を
減
ら
し
た
代
わ

り
に
、
新
た
に
菊
池
で
始
め
ま
し
た
。

　

販
売
地
域
は
龍
門
地
区
の
穴
川
、

鳳
来
、
雪
野
の
３
カ
所
。
価
格
も
店

舗
と
同
額
で
す
。
全
国
の
64
店
舗
の

中
で
、
移
動
販
売
を
し
て
い
る
の
は

菊
池
店
の
み
。山や
ま
本も
と
一か
ず
久ひ
さ
店
長
は「
経

費
を
考
え
る
と
黒
字
に
な
り
ま
せ
ん

が
、
復
興
支
援
の
気
持
ち
で
続
け
て

よ
う
改
善
を
重
ね
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
展
開
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

買
い
物
以
外
の
効
果
も

　
「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
今
日
は
何
が
欲

し
か
と
？
」。
旭
志
で
販
売
員
を
担

当
す
る
谷た
に

田だ

雄ゆ
う

作さ
く

さ
ん
の
問
い
に
、

女
性
は
「
リ
ン
ゴ
じ
ゃ
な
く
て
梨
は

無
か
ね
。
あ
と
、
来
週
は
調
理
酢
ば

持
っ
て
き
て
」
と
返
し
ま
す
。「
あ

の
お
ば
ち
ゃ
ん
、
今
週
も
来
て
る
な
。

あ
そ
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
最
近
来

な
い
な
っ
て
。
同
じ
ル
ー
ト
を
毎
週

周
っ
て
い
る
か
ら
、
住
民
の
変
化
に

気
が
付
き
ま
す
ね
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
サ
ニ
ー
で
販
売
し
て
い
る
辰た

つ
己み

啓け
い

介す
け
さ
ん
も
「
用
事
で
買
い
物
で
き
な

い
週
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
れ
る

人
も
い
る
ん
で
す
よ
。
地
域
の
見
守

り
活
動
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
販

売
以
外
の
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
お
客
さ
ん
が
喜
ぶ
姿
を
見

る
と
、
こ
ち
ら
も
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

三
セ
ク
は
全
体
で
利
用
増
加
を

　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
中
で
、
特
に
売

り
上
げ
が
大
き
い
地
域
は
旭
志
地
区
。

道
の
駅
旭
志
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
梅う
め
本も
と
和か
ず
宏ひ
ろ
支
配
人
は
「
販
売
員
と

事
務
員
は
地
域
の
現
状
を
良
く
知
る

地
元
出
身
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と

強
み
を
説
明
し
ま
す
。「
た
だ
、
菊

池
市
の
４
地
域
で
は
利
用
に
差
が
あ

り
ま
す
。
移
動
販
売
だ
け
で
採
算
を

取
る
の
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
。
他
の
地

域
を
含
め
移
動
販
売
が
軌
道
に
乗
る

　
一
方
、
利
用
者
の
女
性
は
「
移
動

販
売
車
の
お
か
げ
で
買
い
物
が
便
利

に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
外
出
の
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
交
流
も
増
え

て
、
地
域
に
少
し
活
気
が
戻
り
ま
し

た
」と
喜
び
ま
す
。
別
の
女
性
は「
今

ま
で
買
い
物
は
娘
に
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
た
の
。
近
所
の
店
が
閉

ま
っ
て
か
ら
は
、
一
人
で
買
い
物
す

る
の
を
諦
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
買

い
物
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、

う
れ
し
く
て
、
う
れ
し
く
て
―
」

　
買
い
物
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
の
交
流
や
見
守
り
活
動
と
し
て
も

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
移
動
販
売
。

地
域
に
笑
顔
を
届
け
る
た
め
に
、
今

日
も
走
り
続
け
ま
す
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も

買
い
物
が
で
き
る
喜
び
を
―

移
動
販
売
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
地
域
の
人
た
ち
。

売
る
人
。
買
う
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

買い物袋を肩に下げ、利用者の手を
ひきながら家まで送り届ける

山あいの地域をゆっくり走
る移動販売車

届
け
る

Scene 2

　販売ルートにもなっている湯舟地区の出
身です。旭志は子どもの頃から顔なじみも多
く、親しみを持って話しかけてくれます。一
人一人と密に関わることができるので楽しい
です。移動販売を心待ちにしている人が大
勢いるので、とてもありがたいです。地域が
少しでも元気になればうれしいですね。

　かつて穴川で酒屋を経営していたので、自
分のお店に集落の人が物を買いに集まって
いました。閉店してから地域に商店がなくなっ
てしまっただけに、地元で再び買い物できて
うれしいです。穴川は隈府から遠い地域。気
軽に買い物できない土地なので、地域のみ
んなも助かっています。本当に感謝です。

　母は足が悪く遠出ができないので、週に１
度の移動販売車が来るのを心待ちにしてい
ます。家の近くの公民館が移動販売車のルー
トになっていることから、母一人で外に出て
移動販売車を待つこともあります。自分で商
品を選ぶのが楽しいようです。今後も継続し
てほしいですね。

　車で販売場所に向かうと、井戸端会議をし
ながら待つお客さんの姿が目に入ります。必
要とされているのが実感できるので、大変な
仕事だけどやりがいがありますね。移動販売
の利用をきっかけに、家族と一緒にサニーへ
買い物に来てくれる人もいます。待っている
人がいる限り、今後も続けていきたいです。谷

たに

田
だ

雄
ゆう

作
さく

さん
（熊本市／湯舟出身）

道の駅旭志中
なか

原
はら

マツ子
こ

さん
（穴川） 辰

たつ

己
み

啓
けい

介
すけ

さん
（熊本市）

サニー菊池店谷
たに

田
だ

羊
よう

子
こ

さん㊧

谷
たに

田
だ

清
きよ

美
み

さん㊨
（湯舟）

地元のために貢献できる仕事地元で再び買い物できてうれしい 移動販売車が来るのが楽しみ 大変だけど続けていきたい

VoiceVoice 販売者の声利用者の思い

特 集  移動販売車
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「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
ま
た
来
週
ね
」

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
毎
週
本
当

に
助
か
る
わ
」

　
過
疎
化
や
高
齢
化
で
活
気
が
少
な

く
な
っ
て
い
た
集
落
に
、
再
び
活
力

を
与
え
る
移
動
販
売
車
。
全
国
で
も

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
本
市
で
も

新
た
に
参
入
を
検
討
し
て
い
る
団
体

が
あ
り
ま
す
。

「
買
い
物
友
達
が
増
え
た
の
よ
」

「
移
動
販
売
に
行
き
た
い
か
ら
、
ま

だ
ま
だ
元
気
で
お
ら
ん
と
ね
」

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
に
希
望
を

届
け
る
べ
く
、
走
り
続
け
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
ね
て
も
さ
め
て
も
と
く
し
丸　
移
動
ス
ー
パ
ー

こ
こ
に
あ
り
』水
口
美
穂
／
著（
西
日
本
出
版
社
）

必
要
な
も
の
を
、
必
要
な
人
に

　
本
市
の
移
動
販
売
車「
き
く
丸
号
」

は
、
徳
島
県
で
生
ま
れ
た
移
動
ス
ー

パ
ー
の
先
進
事
例
「
と
く
し
丸
」
を

参
考
に
名
付
け
ま
し
た
。「
徳
島
県
」

と
「
篤
志
」
を
か
け
た
「
と
く
し
丸
」

は
、
販
売
者
が
ス
ー
パ
ー
の
商
品
を

車
に
積
み
、
個
人
事
業
者
と
し
て
活

動
。
京
都
府
宮
津
市
で
と
く
し
丸
の

販
売
パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め
る
水み
ず
口ぐ
ち
美み

穂ほ

さ
ん
は
平
成
27
年
か
ら
移
動
販
売

を
始
め
、
そ
の
日
常
を
綴
っ
た
ブ
ロ

グ
が
書
籍
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
口
さ
ん
は
「
天
候
が
悪
く
て
も
、

お
客
さ
ん
は
傘
を
差
し
て
買
い
に
来

て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
に
会
い
た
く

て
、
私
は
と
く
し
丸
を
続
け
て
い
ま

す
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。「
商
品

を
売
る
よ
り
も
、
み
ん
な
に
会
い
に

行
く
イ
メ
ー
ジ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

あ
の
人
に
会
え
た
。
こ
の
人
の
笑
顔

が
見
ら
れ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
何

よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
」

　

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品
選
び
と

ル
ー
ト
の
設
定
も
必
要
で
す
。「
１

件
１
件
お
宅
を
回
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
ま
し
た
。
大
変
で
し
た
が
、

今
で
は
重
要
な
デ
ー
タ
で
す
。
お
客

さ
ん
が
毎
日
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
商
品
の
管

理
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
体
調
管
理

も
重
要
で
す
。
待
っ
て
い
る
人
が
い

る
の
で
、
体
を
壊
さ
な
い
よ
う
気
を

付
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

既
存
の
通
い
の
場
と
連
携
し
た
い

　
今
年
の
広
報
き
く
ち
５
月
号
で
取

り
上
げ
た
「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体

操
」
は
、
介
護
予
防
や
高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
、
通
い
の
場
づ
く
り
を
目

指
し
進
め
ら
れ
た
取
り
組
み
で
す
。

　
市
高
齢
支
援
課
の
児こ

島じ
ま
由ゆ

香か

里り

保

健
師
は
「
１
０
０
歳
体
操
で
健
康
を

維
持
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
習
慣
と
し
て
通
え

る
場
所
を
作
る
こ
と
も
非
常
に
重
要

で
す
。
継
続
し
て
取
り
組
む
た
め
に

も
、
移
動
販
売
車
と
連
携
し
て
双
方

の
参
加
者
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
」
と

話
し
ま
す
。

　
移
動
販
売
と
１
０
０
歳
体
操
を
同

じ
時
間
で
連
携
し
た
旭
志
地
域
の
一

部
地
区
で
は
、
買
い
物
の
利
用
に
も

つ
な
が
り
売
り
上
げ
が
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。「
１
人
で
も
多
く
の
人
が
参

加
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、
よ

り
多
く
の
地
域
で
連
携
が
進
む
こ
と

が
理
想
で
す
。
１
０
０
歳
体
操
と
移

動
販
売
が
も
っ
と
地
域
に
浸
透
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
」

児
こ

島
じま

由
ゆ

香
か

里
り

保健師

高齢支援課地域包括支援係 

水
みず

口
ぐち

美
み

穂
ほ

さん（京都府宮津市）

「とくし丸」販売パートナー

課題と展望Scene 3

これからも移動販売を
続けていくために―

移
動
販
売
の
課
題
と
し
て
「
継
続
性
」
や
「
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
よ
り
よ
い
支
援
を
続
け
て

い
く
ヒ
ン
ト
を
、専
門
家
の
意
見
を
交
え
つ
つ
探
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
う
、つ
な
が
る
、

人
、地
域
―

特 集  移動販売車

井戸端会議をしながら待つ住民たち。待ち望んでいた移動販売車が姿を現しました
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13日㈯と１５日㈪は交通
規制があります。 10月15日㈪ 午前11時～午後３時30分

10月13日㈯ 正午～午後10時

「べんりカー」は３・４便を警察署通りへ迂回しますので、この間の「菊池中央病院」→
「立町」は休止します。停留所は、「電鉄プラザ」→「市民広場」（以後は通常どおり）
です。ご協力をよろしくお願いします。

秋
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す

菊
池
の
秋
は
祭
り
が
め
じ
ろ
押
し
。
菊
池
神
社
の
例
大
祭
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
き
く
ち
秋
ま
つ
り
の
ほ
か
、こ
れ
ま
で

の
成
果
を
発
表
す
る
菊
池
市
文
化
祭
や
菊
人
形・菊
ま
つ
り
、

泗
水
秋
ま
つ
り
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

午後7時～　中央公民館 大研修室

講師：花
はな

岡
おか

興
おき

史
ふみ

さん（㈱九州文化財研究所）

菊池一族市民講座12日㈮

午後1時～　菊池松囃子能場

午後５時30分～　菊池松囃子能場

御松囃子御能

能場コンサート
13日㈯

午前10時受付、10時30分出発　県北広域本部駐車場発着

午後1時～

ガイドとめぐる菊池一族ウォークラリー

のど自慢大会
14日㈰

15日㈪
午前11時～　隈府商店街一帯

御神幸行列・通し物

交通規制

【主　　　　催】　菊池市祭実行委員会
【問い合わせ先】　商工観光課　  ☎０９６８（25）7223

【申し込み・問い合わせ先】
菊池観光協会（吉

き

良
ら

・塚
つか

本
もと

）
☎0968（25）0513

【体験料】 1,000円
【募集期限】 10月12日㈮

　菊池一族の武者行列が勇壮に練り歩く姿を目で楽しむも良し。能
場に響く美しい音色に耳を傾けるも良し。ゆかりの地を巡りながら
思いをはせるも良し。目で、耳で、足で、菊池の秋を楽しみませんか。
　詳しくは市ホームページやチラシをご覧ください。

　色彩あふれる「孔子まつり」、秋の味覚が味わえる「農
業まつり」、健康づくりの「しすいコスモスマラソン」、
思い出づくりの「フォトコンテスト」を同時開催！

　今年で29回目を迎える菊人形・菊まつり。菊まつり
推進委員会会員の皆さんが心を込めて育てた大輪菊
の鉢植えや懸

けん
崖
がい

、盆
ぼん

栽
さい

、小
こ

菊
ぎく

などの作品を展示します。

菊池市文化祭合同開会式・前夜祭演芸大会
10月26日㈮ 午後６時30分～　菊池市文化会館
　4支部合同開会式と各支部からの出演による、日舞やフ
ラダンスなど約2時間の演芸会をお楽しみください。

泗水支部文化祭　10月26日㈮～28日㈰
【芸能発表会】 泗水ホール
◆27日㈯ 午前10時～
[内容 ］ 合唱、新体操、レクダンス、カラオケ、社交ダンス、
大極拳、３Ｂキッズダンス、フラダンス
◆28日㈰ 午前10時～

［内容］ 琴、日舞、吟詠、フラダンス
【展示】 泗水公民館　
◆26日㈮～28日㈰ 午前9時～午後4時
[ 内容］ 華道、書道、茶道、絵画、俳句、肥後狂句、陶芸、工
芸、地元園児・小中学生と福祉施設作品 ほか
※27日㈯・28日㈰は茶道会によるお茶会が開かれます。
旭志支部文化祭　10月27日㈯～28日㈰

【演芸発表会】 旭志公民館大研修室
◆28日㈰ 午前9時45分～ 
[内容］ 日舞、コーラス、各種ダンス、民謡、カラオケ、園児・
小学生発表、地元神楽 ほか
※ロビーでは地元小学生によるお茶会が開かれます。

【展示】 旭志公民館　10月27日㈯～28日㈰
◆27日㈯ 午後1時～午後5時　　
◆28日㈰ 午前9時30分～演芸発表会終了まで

［内容］ 華道、文芸、書道、地元小中学生作品、生涯学習講
座作品、子ども生け花体験教室 ほか

孔子まつり　祭孔大典、もふもふミニライブ、春ちゃん大
道芸ショー、サタデー太鼓フィーバーズ、おたのしみ抽選会
農業まつり　特産品などの販売、米つり大会
コスモスマラソン　（要申込） ３・５・10㌔コース

［展示時間］ 各日午前9時～午後5時まで
開会式　11月4日㈰ 午前10時～
閉会式　11月18日㈰ 午前10時～
閉会式終了後、午前10時30分ごろから展示菊の即売会を
行います。
※ 市民広場は現在工事中のため、駐車場台数が非常に限られてお

ります。乗り合わせや公共交通機関での来場にご協力ください。

【問い合わせ先】  商工観光課 ☎０９６８(25)7223

【主　　　　催】  泗水孔子まつり実行委員会
【問い合わせ先】  商工観光課 ☎０９６８(25)7223
　　　　　　　  社会体育課 ☎0968（25）７２３４

七城支部文化祭　11月3㈯㈷・4日㈰
【芸能発表会】 七城公民館講堂
◆４日㈰ 午後0時30分～4時
[ 内容 ］ 着物着付け、レクダンス、日舞、コーラス、童謡、
三味線、天守太鼓、カラオケ、詩吟

【展示】 七城中学校体育館　
◆３日㈯㈷・４日㈰ 午前9時～午後5時（4日は午後4時30
分まで）
[ 内容］ 生け花、書道、絵画、短歌、ちぎり絵、陶芸、編物、短
歌、小中学生作品、保育園幼稚園作品、老人ホーム作品 ほか
・お茶会　3日㈯㈷ 午前10時～（なくなり次第終了）
菊池支部文化祭　11月2日㈮～4日㈰

【ステージ発表】 菊池市文化会館大ホール
◆2日㈮ ［第１部］午後６時～ フラダンス、社交ダンス、吹
　　　　奏楽
◆３日㈯㈷ ［第２部］午後６時～ カラオケ、日舞（藤

ふじ

扇
おうぎ

会
かい

、　
　　　　昂

こう

月
づき

会
かい

）
◆４日㈰ ［第３部］午後１時30分～ コーラス、バレエ
　　　　［第４部］午後５時～ フラダンス、シャンソン、日舞
　　　　（若

わか

柳
やなぎ

会
かい

、藤
ふじ

間
ま

会
かい

）
【展示】 菊池市文化会館小ホール
◆３日㈯㈷・４日㈰ 午前9時～午後7時（4日は午後4時まで）

［内容］ 生花、書道、絵画、茶道、子ども生け花体験教室、老
人クラブ作品展（大ホールホワイエ）

【主　　　　催】  菊池市教育委員会・菊池市文化協会
【問い合わせ先】  生涯学習課 ☎０９６８(25)7232

参加者
募 集菊池一族武者行列

菊池神社の御神幸行列に
続いて、菊池一族24代武
者行列として出陣します。
甲冑を身にまとい、商店
街を練り歩きませんか。

勇壮な武者行列が
菊池の街に蘇るー
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日本市場における九州産米の価値を高め、世界への販路拡大につなげることを目的に
第２回九州のお米食味コンクール㏌菊池を開催します。

江戸時代から「米どころ」として知られていた菊池市。世界のブランド化に向け、生産
者のさらなる意識高揚を促し、米から始まる安全・安心な作物生産の実現を目指します。

■ 対象米　平成30年うるち米　玄米２㌔。
■  出品数　品種ごとに３検体まで出品可。
■ 出品料　�１検体あたりの出品料は千円。
※�出品料には、米食味分析計測器借上料、個別データ
分析結果表、結果表郵送費などの経費が含まれます。

■ 申込方法　参加申込書と玄米２㌔（水分は13％～
16％厳守）、出品料を合わせて提出してください。出
品玄米は、熊本地震や豪雨災害などで被災した地域
へ「復興応援米」として届ける予定です。

■  審査方法
❶１次審査（全出品検体を対象）
　�静岡製機㈱の食味計測器による玄米分析。
【個人総合部門】
　全ての出品米の中から食味計測器の上位スコア30検
体を選定します。
【�個人チャレンジ部門】
　食味計測器スコアの31位以下の検体の中から九州７
県別に各県の上位３検体、計21検体を選定し表彰しま
す。
【自治体部門】
　各自治体からの出品米が10以上の経営体からあった
場合にエントリー可。エントリーされた出品米のうち各自
治体の上位５人の食味計測器スコアを合算したスコアに
より審査を行い１位～３位までを表彰します。

■対象米　平成３０年菊池市産うるち米　玄米２㌔。
■出品数　品種ごとに３検体まで出品可。
■出品料　�１検体あたりの出品料は千円。
※�出品料には、米食味分析計測器借上料、個別データ
分析結果表、結果表郵送費などの経費が含まれます。

■ 参加資格　市内に住所を有し、市内で米を栽培してい
る生産者　※申込者は、自動的に九州のお米食味コ
ンクールへも登録されます。

【個人総合部門】　コンクール最終審査で、上位に残っ
た場合に10俵程度販売できる人。
【環境王国菊池基準登録部門】　菊池基準の登録認定
を受けている人。（10月１日現在）
※菊池基準５以上の登録者は、１～５俵程度販売が可能
な生産者とします。
【集落部門】　市内集落に加入し、個人総合部門・環境
王国菊池基準登録部門に出品している人および九州の
お米食味コンクールに出品している人。
※�菊池基準の登録認定を受けている人は、「個人総合
部門」または「環境王国菊池基準登録部門」のいず
れか一方のみに参加できます。

■ 申込方法　参加申込書、玄米２㌔（水分は13～16％
厳守）、出品料を合わせて提出してください。出品玄
米は、熊本地震や豪雨災害などで被災した地域へ「復
興応援米」として届ける予定です。

■表　彰
【個人総合部門副賞】
・最優秀賞（１人）　記念盾、２万円相当の本市特産品
・優秀賞（2～５位）　記念盾、２千円相当の本市特産品
・優秀賞（６～15位）　２千円相当の本市特産品
・特別賞（15人）���２千円相当の本市特産品
【環境王国菊池基準登録部門副賞】

❷最終審査（食味官能審査）
・��個人総合部門の審査は、米・食味鑑定士、バイヤーな
どの専門家を含めた30人程度の審査員が食味官能
審査を行います。
・�審査員はお米の「外観、香り、味、粘り、硬さ」の５項
目の食味審査の仕方を参考に、おいしいと感じたお米
５検体を選び投票を行います。

■  表　彰
【個人総合部門副賞】
・�最高金賞（１人）　記念盾、２万円相当の市特産品
・�金賞（５人）　記念盾、２千円相当の市特産品
・�特別賞（24人）　２千円相当の市特産品
【�個人チャレンジ部門副賞】
・�優秀賞（７人）　２千円相当の市特産品
・�特別賞（14人）　２千円相当の市特産品
【�自治体部門副賞】
・�優勝（１自治体）　��記念盾
・�準優勝（１自治体）��記念盾
・�３位（１自治体）　��記念盾
■ その他　参加者全員に食味分析の結果を送付します。
出品料が未納の場合は結果表は送付しません。

・最優秀賞（１人）　記念盾、２万円相当の本市特産品
・優秀賞（２、３位）　記念盾、２千円相当の本市特
・優秀賞（４～６位）　２千円相当の本市特産品
・特別賞（14人）���２千円相当の本市特産品
【集落部門副賞】
・最優秀賞（１集落）　記念盾、３万円分菊池市商品券
・優秀賞（３集落）　記念盾、２万円分菊池市商品券
・特別賞（３集落）　１万円分菊池市商品券
■ 受賞者特典
【個人総合部門】　15位までに入賞した生産者と平成
30年産菊池米の買取契約調印式を行います。
▶米卸事業者A：最大110俵
・１位　１俵�税込３万２千円（上限10俵）
・２位　１俵�税込２万７千円（上限10俵）
・３～５位　１俵�税込２万５千円（上限10俵）
・６～15位　１俵�税込２万２千円（上限６俵）
▶米卸事業者B：最大100俵
・１位　１俵�税込３万２千円（上限５俵）
・２～15位　１俵�税込２万２千円（上限全体で95俵）
【環境王国菊池基準登録部門】　20位までに入賞した
受賞米のうち、以下の栽培方法に該当する受賞上位の
農家と平成30年産菊池米の買取りを行います。
※�栽培方法：菊池基準7～5に該当（有機JAS、有作くん
100、農薬化学肥料不使用）
▶米卸事業者C：最大20俵
・条件適合のうち最上位米　１俵�税込６万円（上限５俵）
・�条件適合のうち上位2～4番目　１俵�税込４万円（上限
５俵）

■ その他　参加者全員に食味分析の結果を送付します。
出品料が未納の場合は結果表は送付しません。
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中学生の部最優秀作文

菊池南中学校３年　佐
さ

藤
と う

響
ひ び

乃
の

さん

私にとってのボランティア再発見

社会を明るくする運動

　
私
は
中
学
生
に
な
る
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
よ
く
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
に
対

し
て
の
評
価
も
「
偽
善
者
」「
自
己
満
足
」「
善
人

ア
ピ
ー
ル
」
な
ど
と
い
う
も
の
が
多
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
と
思
い

込
ん
で
い
ま
し
た
。
当
然
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

い
う
言
葉
に
良
い
印
象
が
あ
る
わ
け
も
な
く
、
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か

し
、
中
学
生
に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
よ
く
考
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
の
出
来
事
は
、「
熊
本
大
地
震
」
で
す
。

震
災
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
炊
き
出
し
、
募
金
、

支
援
物
資
、
家
屋
の
掃
除
な
ど
数
え
だ
し
た
ら
キ

リ
が
な
い
く
ら
い
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
、
私
の
身
近
に
あ
っ
た
も
の
が
「
支
援
物
資
」

で
し
た
。
県
外
か
ら
届
け
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
水

や
毛
布
な
ど
の
物
資
。
震
災
の
次
の
日
か
ら
続
々

と
届
け
ら
れ
る
そ
れ
ら
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

地
域
の
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
、
更
に
は
部
活
動
に

ま
で
た
く
さ
ん
の
物
資
が
届
き
ま
し
た
。
こ
ん
な

膨
大
な
量
が
集
ま
る
こ
と
、
誰
か
が
誰
か
を
助
け

る
た
め
に
働
い
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
う
側
か
ら
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
実
は
震
災
時
に
、
私
の
母
は
水
の
配
給
を
行

い
ま
し
た
。
私
の
家
は
震
災
の
被
害
を
ほ
と
ん
ど

受
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
知
人
の
家
が
水

が
止
ま
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
そ
の
地
域
に
水
を

配
給
し
た
の
で
す
。
運
搬
用
の
黄
色
い
貯
水
タ
ン

ク
を
借
り
て
ト
ラ
ッ
ク
で
水
を
運
ぶ
母
。
少
な
く

と
も
私
た
ち
も
被
害
者
な
の
に
、
他
人
の
た
め
に

即
行
動
す
る
母
を
ま
じ
か
に
見
て
人
の
役
に
立
つ

た
め
に
何
か
し
よ
う
、
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考

え
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
思
っ

た
こ
と
を
行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
か

ら
、
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
手

助
け
す
る
。
ど
ん
な
に
考
え
て
い
て
も
行
動
に
移

し
て
い
な
い
と
意
味
が
な
い
。
大
量
の
支
援
物
資

や
、
募
金
な
ど
も
行
動
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
勝
手
な
思
い
込
み
で
、

マ
イ
ナ
ス
の
言
葉
を
向
け
る
こ
と
の
愚
か
さ
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
出
来
事
は
、
私
自
身
が
参
加
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
私
は
部
活
動
の
一
環
と

し
て
菊
池
市
主
催
の
「
城
山
の
日
」
の
清
掃
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。
正
直
最
初
は
「
め
ん
ど
う
く

さ
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
活
動
し

て
い
く
う
ち
に
「
も
っ
と
き
れ
い
に
し
よ
う
」
と

や
る
気
も
で
て
き
ま
し
た
。
終
了
し
た
時
の
達
成

感
は
何
と
も
言
え
ず
、
た
だ
た
だ
や
り
遂
げ
た
充

実
感
が
沸
き
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
行
動
し
て
い
く
う
ち
に
ハ
マ
っ
て
い

く
も
の
な
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
私
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
多
面
的
に
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
必
ず
誰
か
の
役
に
立
つ
し
、

行
っ
て
み
る
と
決
し
て
嫌
い
に
な
る
活
動
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
ん
な
理
由
や
き
っ
か
け
で

あ
れ
、
行
動
す
る
こ
と
自
体
が
す
ご
い
こ
と
で
す
。

何
か
で
き
な
い
か
と
思
う
だ
け
で
な
く
、
行
動
に

移
し
て
い
け
る
人
が
増
え
れ
ば
、
も
っ
と
温
か
い

気
持
ち
で
周
り
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

世
界
の
様
々
な
問
題
も
解
決
で
き
る
社
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
も
し
今
度
災
害
が
起
き
た
時
に
は
、

私
は
す
ぐ
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張

り
た
い
で
す
。
何
も
し
な
い
自
分
の
こ
と
を
棚
に

上
げ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
た

ち
を
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
る
よ
う
な
人

が
い
た
ら
、
私
の
考
え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
話
し
、
相
手
に
も
考
え
方
を
変
え
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
ま
す
。
誰
か
の
た
め
に
行
動
で
き

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
で
す
。

　

自
分
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
る
側
に
立
っ
て
、

又
身
近
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
母
を
見
て
、

更
に
自
分
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
、
私
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
再
発
見
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

全
く
知
ら
な
い
人
で
も
、
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば

知
り
合
い
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
笑
顔

で
の
あ
い
さ
つ
は
大
事
だ
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

話
を
す
る
の
が
苦
手
な
人
で
も
、
あ
い
さ
つ
な
ら

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
で
知
り
合
い
に
な
っ
て
、
犯
罪
や
非

行
が
で
き
な
い
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
、
み
ん
な

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
明
る
い
社
会
に
な
れ
ば
い

い
な
、
と
思
い
ま
す
。　

※
作
文
は
一
部
抜
粋

参加報告

菊池南中学校３年　平
たいら

　美
み

月
づ き

さん

プラチナ未来人財育成塾で学んだこと

プラチナ未来人財育成塾

　
私
は
、
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
し

て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
話
を
聞
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
大
き
く
分
け
て
四

つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
東
京
大
学
の
菊
池
康
紀
先
生
の
「
考

え
る
力
を
身
に
つ
け
よ
う
。」
に
つ
い
て
で
す
。
何

を
考
え
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
「
自
分
の
こ
と
を

知
る
」、
次
に
「
他
人
を
知
る
方
法
を
考
え
る
」、

最
後
に「
シ
ス
テ
ム
思
考
で
未
来
を
考
え
る
」で
す
。

シ
ス
テ
ム
思
考
と
は
、
目
標
に
向
け
て
五
年
後
の

短
期
ビ
ジ
ョ
ン
、
十
五
年
後
の
中
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
、

二
十
五
年
後
の
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
、
三
十
五
年
後

の
超
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
も

し
今
私
が
将
来
の
目
標
を
立
て
る
な
ら
ば
、
二
〇

歳
、
三
〇
歳
、
四
〇
歳
、
そ
し
て
五
〇
歳
の
私
を

考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
コ
ー
チ
ン
グ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
中
竹
竜
二
先
生
の
話
で
す
。
リ

ス
ク
を
恐
れ
ず
、
失
敗
し
て
も
そ
れ
を
し
っ
か
り

認
め
る
こ
と
が
、
成
長
と
成
功
に
つ
な
が
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
私
も
こ
れ
ま
で
失
敗
は
で
き
る

だ
け
避
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
失
敗
を

恐
れ
ず
、
行
動
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
そ
の
失
敗
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
お

話
は
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社
会
長
金
丸
恭
文
先

生
か
ら
で
す
。
金
丸
先
生
は
失
敗
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。「
若
い
人
の
失
敗

は
大
し
た
失
敗
で
は
な
い
。」「
子
ど
も
の
頃
に
た

く
さ
ん
の
失
敗
を
し
て
お
く
と
、
大
人
に
な
っ
た

時
に
す
る
恥
ず
か
し
い
失
敗
の
数
が
減
る
。」
と
い

う
内
容
で
し
た
。
ま
た
、「
現
在
身
の
回
り
に
あ
る

も
の
を
使
う
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
。
し
か
し

現
在
な
い
も
の
を
創
り
出
す
と
い
う
こ
と
は
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
、
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
人
に
し

か
で
き
な
い
。」
と
い
う
こ
と
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

金
丸
先
生
か
ら
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
た
く
さ
ん
し
て
い
く
べ
き
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

四
つ
目
は
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
で
す
。

東
京
大
学
の
菊
池
康
紀
先
生
か
ら
の
お
話
で
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
良
い
関
係
に
す
る
た

め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
ど
ち
ら

の
立
場
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
も
っ

と
生
徒
会
執
行
部
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
と

話
を
し
て
、
意
見
を
聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
で
き
る
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ

る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

講
義
の
あ
と
に
毎
回
行
わ
れ
て
い
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
私
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た
意
見
や

考
え
、
意
外
な
意
見
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
が
絶
対
に
あ
り
え
な
い
と
思
っ
て
い
た

答
え
と
理
由
を
聞
い
て
、
自
分
の
意
見
が
変
わ
っ

た
り
、
も
う
一
度
そ
の
議
題
に
つ
い
て
考
え
直
し

た
り
し
ま
し
た
。
最
初
は
苦
手
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
だ
ん
だ
ん
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
い
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
時
間
に
あ
っ
た
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う

持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
考
え
る
中
で
、
私
は
「
世

界
の
貧
困
を
な
く
そ
う
。」
が
一
番
大
切
だ
と
考
え

ま
し
た
。
私
は
プ
ラ
チ
ナ
社
会
（
質
的
豊
か
さ
を

可
能
に
す
る
社
会
）
を
築
く
た
め
に
は
、
世
界
の

貧
困
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
公
共
組
織
（
自
治
体
、
健
康
組
合
）

な
ど
が
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
選
ん
だ
り
、

買
っ
た
り
す
る
こ
と
、
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
、
３
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
公
平
な
取
り
引
き
を
し
て
、
平
等
な
立

場
を
築
き
、
食
品
や
資
源
の
無
駄
を
無
く
す
こ
と

で
、
世
界
中
の
貧
困
が
な
く
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

私
が
学
ん
だ
こ
と
は
講
話
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
時
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研
修
の
中
で
初
め

て
知
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

こ
の
研
修
に
は
菊
池
市
か
ら
私
を
含
む
七
人
の
生

徒
が
参
加
し
、
う
ち
五
人
は
別
の
中
学
校
か
ら
の

参
加
で
し
た
。
同
じ
菊
池
市
の
中
学
校
の
生
徒
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
他
校
の
こ
と
や
生
徒
会
に
つ

い
て
い
ろ
ん
な
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
研
修
先
で
は
外
国
の

方
や
日
本
全
国
の
参
加
者
と
出
会
い
、
い
ろ
ん
な

違
い
を
知
る
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
熊
本
県

以
外
の
人
が
多
く
、
上
手
く
六
日
間
や
っ
て
い
け

る
の
か
心
配
で
し
た
が
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
か

け
て
み
た
り
、
自
分
の
意
見
を
発
表
し
て
い
る
と
、

だ
ん
だ
ん
仲
良
く
な
り
、
多
く
の
友
達
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
良
い
所
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
学
校
生
活
な
ど
で

生
か
し
、
学
校
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
た
め
に
努
力

し
ま
す
。
ま
た
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
、
よ
か
っ
た

こ
と
を
い
ろ
ん
な
人
に
伝
え
た
い
で
す
。
今
回
初

め
て
会
っ
た
友
達
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の
方
た
ち
に
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
回
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

※Sustainable�D
evelopm

ent�G
oals/

持
続

可
能
な
開
発
目
標　

※
作
文
は
一
部
抜
粋

作　文 作　文
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問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

⓮

菊池川 日本遺産 検索

米
作
り
に
よ
る
豊
か
な
文
化
②（
菊
池
川
の
水
運
）

尻
15
万
俵
、
八
代
5
万
俵
と
、
高

瀬
で
取
り
扱
う
年
貢
米
の
量
が
藩

内
最
大
で
し
た
。
高
品
質
と
安
定

し
た
供
給
量
を
誇
る
肥
後
米
は
全

国
各
地
の
米
が
売
買
さ
れ
る
堂
島

で
も
高
い
評
価
を
受
け
、
熊
本
藩

の
重
要
な
収
入
源
と
な
り
ま
し
た
。

菊
池
川
水
運
の
整
備

　
江
戸
時
代
後
半
に
な
る
と
、
高

瀬
の
さ
ら
に
下
流
の
晒さ

ら
し

に
も
御
蔵

が
整
備
さ
れ
、
高
瀬
御
蔵
の
補
助

的
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
高
瀬
と

晒
に
は
護
岸
の
石
垣
と
俵
を
積
み

出
し
た
石
畳
（
俵
こ
ろ
が
し
）が

現
在
も
残
っ
て
い
ま
す
。
高
瀬
や

大
浜
で
は
年
貢
米
の
輸
送
に
関
わ

る
廻
船
問
屋
が
多
く
、
水
運
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
町
も
大
き
く
繁

栄
し
ま
し
た
。

　
菊
池
川
下
流
域
で
は
、
特
に
江

戸
時
代
以
降
、
高
瀬
を
中
核
と
し

た
水
運
機
能
が
整
備
さ
れ
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

（
担
当
：
玉
名
市
文
化
課
）

江
戸
時
代
以
降
盛
ん
に
な
る
干
拓

事
業
の
下
地
と
な
り
ま
し
た
。

近
世
高
瀬
の
発
展

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
年
貢
米

や
物
資
を
運
搬
す
る
た
め
、
流
域

全
体
で
舟
着
場
の
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
現
在
の
菊
池
市
七
城
町

の
高た

か

島じ
ま

舟
着
場
、
山
鹿
市
豊
前
街

道
下
町
の
舟
着
場
、
和
水
町
菰こ

も

田だ

の
舟
継
所
な
ど
が
あ
り
、
年
貢
米

は
高
瀬
ま
で
下
っ
て
高た

か

瀬せ

御お

蔵く
ら

へ

納
め
ら
れ
ま
し
た
。
年
貢
米
は
こ

こ
で
厳
重
に
保
管
・
検
査
さ
れ
、

米
市
場
の
あ
る
大
坂
の
堂ど

う

島じ
ま

へ
と

運
ば
れ
た
の
で
す
。
高
瀬
御
蔵
に

は
、
菊
池
川
流
域
の
玉
名・山
鹿・

菊
池
・
山
本
郡
内
か
ら
の
年
貢
米

が
納
め
ら
れ
、
嘉
永
年
間
に
は
最

大
25
万
俵
ほ
ど
が
集
め
ら
れ
ま
し

た
。
文
化
年
間
の
堂
島
へ
の
積
み

出
し
量
は
熊
本
藩
全
体
で
約
40
万

俵
。
そ
の
う
ち
高
瀬
20
万
俵
、
川

下
流
の
拠
点
、
高
瀬
・
伊
倉

　
菊
池
川
で
は
、
古
く
か
ら
船
に

よ
る
交
通
が
盛
ん
で
、
上
流
か
ら

下
流
ま
で
、
地
域
を
貫
く
人
や
物

資
輸
送
の
大
動
脈
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
室
町
時
代
ご
ろ
に
菊
池
氏
が
菊

池
川
全
体
を
勢
力
下
に
治
め
る
と
、

河
口
港
で
あ
る
玉
名
市
の
高た

か

瀬せ

、

伊い

倉く
ら

を
利
用
し
て
海
外
と
の
交
流

が
始
ま
り
ま
す
。
大
陸
や
朝
鮮
半

島
と
の
勘か

ん

合ご
う

貿
易
の
拠
点
と
な
り
、

戦
国
時
代
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
宣

教
師
も
訪
れ
、
活
発
な
交
流
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

の
肥
後
北
部
入
国
後

に
は
、
菊
池
川
の
流
れ
を
高
瀬
・

伊
倉
ル
ー
ト
か
ら
、
高
瀬
・
大お

お

浜は
ま

ル
ー
ト
へ
と
変
更
し
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

現
在
と
同
じ
流
路
が
整
備
さ
れ
、

旧
流
路
付
近
は
耕
作
地
と
な
り
、

伊
倉
に
残
る
中
国
人
商
人

の
墓（
四
位
官
郭
公
墓
）

江
戸
時
代
の
高
瀬
船
着
場

の
様
子（
復
元
模
型
）

大浜町外
と

嶋
しま

宮
ぐう

蔵絵馬（復元）
菊池川河口に入る廻船を描いた絵馬（奥：大浜町、手前：晒）

高
瀬
船
着
場
跡（
旧
渡と

頭と

）

玉名市菊
池
川

旧
流
路

有明海

位置図
唐
人
川

・大浜
・伊倉

・高瀬

晒・

　
甚
平
は
生
涯
、
自
ら
の
技
術
の

普
及
に
努
め
、
そ
の
技
術
は
熊
本

に
と
ど
ま
ら
ず
全
国
か
ら
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
持
ち
前
の
観
察
力
と

正
義
感
、
そ
し
て
人
々
の
生
活
を

よ
り
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
強
い

思
い
の
も
と
、
創
意
工
夫
と
努
力

で
、
自
分
が
う
た
い
あ
げ
た
「
土

地
改
良
の
詩
」の
理
想
郷
を
見
事

現
実
の
も
の
に
し
た
冨
田
甚
平
。

　
本
ド
ラ
マ
で
は
、
立
ち
は
だ
か

る
困
難
に
果
敢
に
、
そ
し
て
い
か

に
も
楽
し
げ
に
挑
み
続
け
、
美
田

を
生
み
出
し
て
い
っ
た
そ
の
生
涯

を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
き
ま
す
。

み
い
り
も
う
す
く
品
あ
し
き

鹿
の
屋
の
深
田
も
排
水
し

田
区
の
改
正
ご
ば
ん
が
た

鍬
を
鋤
に
取
り
か
え
て

作
業
も
や
す
く
す
み
や
か
に

病
虫
害
も
う
す
ら
ぎ
て

米
の
み
の
り
の
ま
す
の
み
か

水
田
か
わ
り
て
麦
菜
種

　
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
か
ら

14
（
１
８
８
１
）
年
に
か
け
て
実

施
さ
れ
た
地
租
改
正
に
お
い
て
担

当
御ご

用よ
う

掛が
か
り

を
拝
命
し
た
冨と

み

田た

甚じ
ん

平ぺ
い

は
、
地
域
の
土
地
等
級
の
決
定
に

参
画
し
ま
し
た
。
調
査
の
課
程
で

甚
平
は
、
あ
ぜ
一
つ
し
か
離
れ
て

い
な
い
の
に
土
地
等
級
が
極
端
に

異
な
り
、
米
の
収
穫
量
に
差
が
あ

る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
苦
し

む
農
民
の
た
め
、
ど
う
に
か
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
…
。
そ
の
頃
思
い

描
い
た
夢
を
う
た
っ
た
の
が
、
冒

頭
に
あ
る「
土
地
改
良
の
詩う

た

」で
す
。

　
甚
平
は
そ
の
原
因
が
地
下
水
に

あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
地
下
に

水
の
通
る
水
路
、
す
な
わ
ち
「
暗あ

ん

渠き
ょ

」を
作
る
と
い
う
実
験
を
断
行
。

見
事
成
功
し
、
湿
田
を
排
水
の
良

い
美
田
へ
と
導
き
ま
し
た
。

テレビ熊本ドキュメンタリードラマ 郷土の偉人シリーズ第26作

原田龍二さん

11月４日㈰に放送されるテレビ熊本ドキュメンタリードラマ郷土の
偉人シリーズで、湿田を乾田化する「冨田式暗

あん

渠
きょ

排水技術」を開発
し、美田を生み出した冨田甚平（七城町生まれ）の生涯が描かれます。

日本遺産認定とドラマ放映にあわせて、シンポジウムと企画展を行います。
土地改良に果敢に挑んだ郷土の偉人、冨田甚平の功績にふれてみませんか。

【問い合わせ先】 生涯学習課社会教育係 ☎0968（25）7232

11月４日㈰
午後４時５分～５時２０分

放送日時

テレビ熊本放 送 局

原
はら

田
だ

龍
りゅう

二
じ

さん（冨田甚平役）
吉
よし

村
むら

　涼
りょう

さん（冨田マ志
し

役）
三
み

浦
うら

浩
こう

一
いち

さん（冨田茂
しげ

四
し

郎
ろう

役）

出 演

11月10日㈯ 10月10日㈬～平成31年2月3日㈰

七城公民館講堂 わいふ一番館 まちかど資料館無 料
市内在住の人

㈱熊日広告社 ☎096（３２７）３１６１
100人程度

受付：午前9時30分～ 午前9時～午後5時
開演：午前10時～と き 期 間

と こ ろ と こ ろ
毎週㈪ ※祝日の場合は翌日休 館日
一般：200円、小中学生：100円入場料

入場料
対 象
申 し 込 み 先

定 員

　講演会とディスカッションの２部構成。ディスカッショ
ンでは、専門家や冨田甚平の関係者などをパネラー
としてお迎えします。

　「土地改良の父 冨田甚平」と題して、冨田式暗
あん

渠
きょ

排
水技術の実物の土管や冨田甚平の遺品、紹介パネル
などを展示します。

冨田式暗渠排水の土管→
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骨
髄
移
植
と
は

　

骨
髄
は
骨
の
内
部
に
あ
る
ス
ポ
ン

ジ
状
の
組
織
で
、
そ
の
中
に
多
く
の

造
血
幹
細
胞
（
白
血
球
・
赤
血
球
・

血
小
板
の
も
と
に
な
る
細
胞
）
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

骨
髄
移
植
は
ド
ナ
ー
に
全
身
麻
酔

を
し
て
注
射
器
で
骨
髄
液
を
吸
収
し
、

採
取
し
た
骨
髄
液
を
患
者
の
静
脈
へ

点
滴
で
注
入
す
る
治
療
法
で
す
。

移
植
が
対
象
に
な
る
主
な
病
気

　

体
内
を
循
環
す
る
血
液
に
は
、
全

身
に
酸
素
や
栄
養
素
を
運
ん
だ
り
、

老
廃
物
を
体
か
ら
排
出
し
た
り
、
出

血
を
止
め
た
り
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

感
染
を
防
御
し
た
り
す
る
な
ど
、
私

た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

機
能
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
正
常
な
血
液
が
作
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
、
白
血
病

や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液
疾

患
で
す
。

ド
ナ
ー
の
数
は
足
り
な
い
の
？

　

赤
血
球
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｏ
・
AB
の
血

液
型
が
あ
る
よ
う
に
、
白
血
球
に
も

型
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
は
、
ヒ
ト
白
血
球
抗
原

の
略
で
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
数
万

通
り
あ
り
ま
す
。
兄
弟
姉
妹
間
で
も

4
分
の
1
の
確
立
、
親
子
で
は
ま
れ

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

安や
す

岡お
か

元げ
ん

太た　
（
○菊  

北
宮
）

髙た
か

木き

咲さ

菜な　
（
○菊  

花
房
台
）

米よ
ね

光み
つ

優ゆ

奈な　
（
○菊  

上
町
）

小こ

柳や
な
ぎ

希き

心こ　
（
○菊  

高
野
瀬
）

松ま
つ

下し
た

優ゆ
う

歩あ　
（
○菊  

亘
）

山や
ま

内う
ち

咲さ

季き　
（
○菊  

立
石
）

下し
も

川か
わ

笑え
み

奈な　
（
○菊  

立
石
）

町ま
ち

村む
ら

篤あ
つ

人と　
（
○菊  

北
原
）

坂さ
か

井い

斗と

夢う
む　

（
○七  

上
橋
田
）

角つ
の

田だ

琉る

生い　
（
○七  

間
所
）

上う
え

野の

心し
ん

暉き　
（
○旭  

平
）

清し

水み
ず

咲さ

来き　
（
○旭  

伊
坂
）

岩い
わ

根ね

は
る　
（
○旭  

岩
本
）

木き

村む
ら

璃り

奈な　
（
○泗  

富
の
原
一
）

嶋し
ま

本も
と

悠ゆ
う

人と　
（
○泗  

永
出
分
）

水み
ず

上か
み

凛り
ん

香か　
（
○泗  

富
の
原
台
）

斉さ
い

藤と
う

虎こ

太た

朗ろ
う

（
○泗  

富
の
原
北
）

山や
ま

口ぐ
ち　

春ひ
な
た　

（
○泗  

村
吉
）

三み

浦う
ら

結ゆ
う

陽ひ　
（
○泗  

高
江
出
分
）

岩い
わ

根ね

瑠る

亜あ　
（
○泗  

富
の
原
西
）

塚つ
か

本も
と

莉り

彩さ　
（
○泗  

田
吹
）

山や
ま

下し
た

晏あ
ん

奈な　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

林は
や
し　

桜お
う

空す
け　

（
○泗  

村
吉
）

上う
え

田だ

遥は
る

子こ　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

大お
お

里さ
と

未み

来く　
（
○泗  

福
本
一
）

❶�

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
磨
き

❷�

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸�

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

と　

き　

10
月
10
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

午
後
０
時
15
分
～
４
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
役
所

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
服
用
中
で
も
献
血
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師
が
判

命
を
つ
な
ぐ
、
大
き
な
希
望

　

日
本
の
骨
髄
バ
ン
ク
で
骨
髄
移
植

や
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
を
必
要
と
す

る
患
者
は
、
毎
年
約
２
千
人
以
上
い

ま
す
。

　

ド
ナ
ー
を
待
つ
患
者
に
と
っ
て
、

皆
さ
ん
の
登
録
が
大
き
な
希
望
に
な

り
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
の
窓
口

●
日
赤
プ
ラ
ザ
献
血
ル
ー
ム

熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２‐
１‐
１

☎
０
９
６（
３
８
４
）６
７
２
７

●
下
通
り
献
血
ル
ー
ム
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ

熊
本
市
中
央
区
下
通
１‐３‐８ 

下

通
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
５
階

☎
０
９
６（
３
２
５
）９
２
１
８

　

特
定
の
病
歴
の
あ
る
人
な
ど
、
登

録
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
骨
髄
バ
ン
ク

☎
０
３（
５
２
８
０
）１
７
８
９

※
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
専
用

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

に
し
か
一
致
せ
ず
、
血
が
つ
な
が
っ

て
い
な
い
非
血
縁
者
（
他
人
）
間
で

は
、
数
百
～
数
万
分
の
1
の
確
率
で

し
か
一
致
し
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
１
人
で
も
多
く
の
ド

ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

骨
髄
採
取
の
費
用
と
方
法

検
査
や
採
取
の
費
用

　

骨
髄
提
供
の
た
め
の
検
査
費
用
や

入
院
費
な
ど
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
ド
ナ
ー
登
録
手
続
き
の
際

の
交
通
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

骨
髄
採
取
は
腰
の
骨
か
ら

　

骨
髄
液
は
骨
盤
を
形
成
す
る
大
き

な
骨
（
腸
骨
）
に
専
用
の
針
を
刺
し

て
吸
引
さ
れ
ま
す
。
採
取
さ
れ
る
量

は
通
常
４
０
０
～
１
２
０
０
ml
で
、

骨髄バンクは、白血病をはじめとする血液疾患
のため「骨髄移植」が必要な患者と、それを提供
するドナーをつなぐ公的事業です。

８
月
１
日・
29
日
の
歯
科
健
診
で
、
む
し
歯
が
な

か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

 

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

患
者
の
体
重
に
応
じ
て
採
取
量
が
決

ま
り
ま
す
。

　

骨
髄
採
取
の
多
く
は
全
身
麻
酔
で

行
わ
れ
、
所
要
時
間
は
１
～
３
時
間

で
す
。

採
取
後
の
経
過

　

ド
ナ
ー
は
採
取
後
、
通
常
２
～
３

日
で
退
院
し
、
多
く
の
人
は
す
ぐ
に

日
常
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

検
査
や
骨
髄
採
取
か
ら
、
退
院
後
ま

で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
電
話
で
健

康
状
態
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
続
け

ま
す
。

　

骨
髄
採
取
に
よ
り
、
痛
み
や
発
熱

な
ど
の
諸
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
通
常
は
速
や
か
に
回
復
し

ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
、
針
を
刺
し

た
個
所
は
清
潔
に
保
ち
、
過
度
の
運

動
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　今回のいきいきトレ活セミナーでは、安全で効果的な走り方、歩き方に
ついて紹介します! ダイエットや血糖値や脂質異常症の改善などの目的で
注目が集まっているジョギングやウォーキング。しかし、場合によっては膝
や腰を痛めてしまうことがあります。
　元実業団ランナーや健康運動指導士、フルマラソン経験者が、正しい
フォームや個人に合ったペースでジョギングやウォーキングに取り組める
方法を紹介します。

【問い合わせ先 】 菊池養生園保健組合 ☎0968（38）2820 担当：田
た

中
なか

・木
こ

庭
ば

10月31日㈬ 午後7時～（受付：午後6時30分～）と　き
七城リバーサイドパーク多目的ホールとその周辺ところ
無 料参加費
市内在住で、健康づくりに興味のある人対　象
健康推進課、各支所市民生活課または菊池養生園にある申込用紙に
記入して申し込んでください。後日、詳しいご案内を送ります。

※平成30年度菊池市国民健康保険特定保健指導の対象になった人を優先します。

申込方法

30人定　員

● 年齢が18歳以上、54歳以下
で健康な人

● 体重が男性45kg 以上、女性
40kg以上の人

● 骨髄の提供の内容を十分に
理解している人

※ 適合検索が開始されるのは20歳
からです。

※ ドナー登録後の健康状態によって
は、コーディネートを進めること
ができないこともあります。

※ 骨髄・末梢血幹細胞の提供にあ
たっては家族の同意が必要です。

※ 腰の手術を受けたことがある人
は骨髄提供はできません。
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会
肥後狂句水笑会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578
山隈 ☎0968（38）2051

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
古賀 ☎0968（25）1764

熔ら

岩ば

原
を
や
さ
し
く
包
む
青
芒す

す
き

飛
び
な
が
ら
風
よ
り
軽
く
糸
と
ん
ぼ

夏
山
を
迷
ひ
て
着
き
し
旅
の
宿

百
選
の
水
よ
り
揚あ

ぐ
る
新
豆
腐

か
な
か
な
や
古こ

刹さ
つ

い
よ
い
よ
荒
び
た
る

万
句
の
里
俳
句
会
　
８
月
句
会

「
暑
い
ね
」と
か
た
み
に
汗
を
拭
き
な
が
ら
ホ
ー
ル
に
向
か
う
球
を
目
に
追
う

呆
け
防
止
わ
れ
に
最
適
乞
い
願
い
花
選
別
に
加
え
て
も
ら
う

プ
ラ
カ
ー
ド
持
ち
て
粛
々
行
進
の
乙
女
ら
開
会
式
を
盛
り
上
ぐ　

白し
ら

雲く
も

の
横
た
う
上
下
層
碧あ

お

と
朱し

ゅ

の
色
鮮
や
か
な
今
日
の
黄
昏

疫
神
祭
準
備
が
忙い

そ
がし
担
当
の
子
息
は
今
朝
を
早
く
出
で
行
く

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

七
城
短
歌
会  

８
月
詠
草

空
、
海
の
茜
に
染
ま
る
ク
ル
ー
ズ
の
旅
に
甦
る
夫
と
の
五い

十そ

年と
せ

五
時
三
十
二
分
日
の
出
を
拝
み
ス
コ
ッ
プ
持
つ
私
ら
モ
ン
ゴ
ル
砂
漠
緑
化
隊

南
方
戦
線
二
人
の
吾
子
を
国
の
た
め
捧
げ
し
母
の
在
り
し
日
偲
ぶ

「
コ
ロ
ラ
ド
の
月
」
と
ふ
歌
を
耳
に
し
て
遠
き
日
の
顕
ち
た
だ
懐
か
し
き

こ
ん
な
処
こ
ん
な
処
に
日
日
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隙
間
に
咲
け
る

坂
本　
玲
子

梶
原
美
智
代

古
庄　
絢
子

安
見　
朱
實

岩
本
サ
ヨ
子

「
里
」短
歌
会  

８
月
詠
草

ワ
シ
ワ
シ
と
狂
お
し
く
鳴
く
熊
蝉
の
短
き
命
を
た
だ
ひ
た
す
ら
に

ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
の
一
瞬
得
点
を
ゆ
る
し
て
夢
は
空
に
消
え
ゆ
く

今
日
ひ
と
日
明
日
の
ひ
と
日
も
縋
り
つ
つ
炎
暑
を
生
き
る
九
十
三
歳

猛
暑
な
ど
そ
知
ら
ぬ
風
と
百
日
紅
色
鮮
ら
し
く
青
空
に
映
ゆ

誰
も
居
ぬ
村
の
遊
園
地
ブ
ラ
ン
コ
の
猛
暑
の
中
を
風
に
揺
れ
ゐ
る

田
中　
遙
子

岩
根　
博
恵

中
川　
愛
子

山
城　
雅
子

川
口　
敦
子

渓
流
短
歌
会  

９
月
詠
草

三
百
万
の
人
死
な
し
め
て
七
十
余
年
血
涙
の
地ほ

し球
に
我
が
生
き
て
を
り

父
母
の
亡
き
家
に
聞
く
か
な
か
な
を
送
話
器
に
送
り
ぬ
棄
郷
の
友
へ

ぶ
ど
う
樹
の
枯
葉
を
取
れ
ば
手
の
甲
に
ひ
や
り
冷
た
き
青
蛙
乗
る

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

菊
池
短
歌
会  

９
月
詠
草

孫
た
ち
に
大
戦
語
る
終
戦
日

眼ま
な
こな
き
マ
リ
ア
の
眼が

ん

窩か

長
崎
忌

甚
平
を
脱
い
で
喪
服
の
重
さ
か
な

泣
き
笑
ひ
高
校
球
児
の
夏
一い

ち

途ず

夏
ば
て
か
御
飯
三
口
で
箸
を
置
く

寺
本　
和
子

藤
本　
邦
治

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

８
月
例
会

精
霊
や
お
ぶ
り
て
帰
る
墓
参
り

蝉
し
ぐ
れ
危
険
温
度
に
拍
車
か
け

深
呼
吸
庭
に
体
操
青
葉
風

山
の
畑
今
年
も
届
く
落
し
文

涼
し
さ
や
樹
齢
の
杜
の
石
灯
籠

稗
田　
達
恵

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

８
月
詠
草

済
み
ま
せ
ん　
な
か
な
か
言
え
ず
辞
め
ま
し
た

盆
が
来
て　
墓
が
壊
れ
て
参
ら
れ
ん

カ
ジ
ノ
法　
議
員
は
み
ん
な
行
か
す
ど
か

西
瓜
畑　
盗
人
に
一
個
残
し
と
こ

真
夏
日
続
き　
ね
ま
ら
に
ゃ
よ
か
が
脳
味
噌
の

宮
上　
美
由

御
手
洗
三
代

柏
原　
乗
仏

井
手　
水
光

山
隈　
好
茶

肥
後
狂
句
水
笑
会  

８
月
例
会

川
口　
二
子

中
路　
郁
子

宮
本　
敏
子

岩
木　
敬
治

宮
本　
雅
子

商工観光課商工振興係  森
もり

 秀
ひで

明
あき

さん

11月3日㈯㈷・4日㈰

菊池市生涯学習センターホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
菊池市生涯学習センターフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
生涯学習講座

申し込み受付中
休 館 日

菊池市文化会館大ホール（記念講演会）
生涯学習センター（各種イベント）

ところ
と  き

テーマ「食欲の秋」

偕
成
社

1

中
央
公
論
新
社

2

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

3

講
談
社

4

藤
ふじ

井
い

　恵
めぐみ

／著

4  季節のお出かけ&
　持ちより弁当

　この時期にぴったりの旬な
食材を使ったレシピを掲載。

加
か

藤
とう

休
やす

ミ／著
1 きょうのごはん

伊
い

藤
とう

比
ひ

呂
ろ

美
み

／著
２ ウマし

　料理コーナーにありますが、
ただの料理本ではありません。
写真もレシピもないのに、不
思議と食べたくなる!?

　猫が夕方の商店街をパト
ロール。今日の晩ご飯は何か
な？ 絵本からいい匂いがして
きそう！

近
こん

藤
どう

悦
よし

康
やす

／著（徳間書店）

日本一学生が集まる中小企業の秘密

山
やま

本
もと

和
かず

子
こ

／作
国
くに

松
まつ

エリカ／絵

３ おやつ なんだろう?

　いろいろなお菓子が出てく
る楽しい仕掛け絵本。

　現在、企業の新卒採用は空前の売り
手市場となっています。著者が経営す
る社員20人の会社は、新卒採用活動
に1万人が殺到する人気企業。そのあ
り得ないほどの人気の秘密に迫ります。

図 書 館

KiCROSS１周年記念イベント
　開館1周年を記念して、2日間にわたりイベントを開催します。
イベントの詳細はチラシやホームページをご覧ください。

　菊池市立図書館では「図書通
帳」を導入しています（1冊100
円）。金融機関の通帳と同じ形
ですが、記録するのは本の貸出
履歴。貸出日・図書名・著者名・定価・分類が印字されます。216
冊分を記帳でき、最後のページで借りた本の分類別読書傾向も
印字されます。
　市内の小中学生には学校を通して配布しています。小中学校
の図書室で借りた本も記帳されるので、どんどん使ってください!

　11月３日㈯㈷・４日㈰に、初めて図書通帳を購入した人にプレ
ゼントを用意しています。この機会にご利用ください。

泗水としょかんまつり　10月21日㈰

図書通帳を作りませんか？

図書通帳キャンペーン（４館合同）

●午前10時～　ダンボールめいろ （27日㈯・28日㈰も実施予定）

●午後2時～
　座・まりあによる影絵『スーホの白い馬』上演

泗 水

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

　図書館の本はたくさんの人の手に渡り、繰り返し読ま
れます。ただ、紙でできているので、とても傷みやすい
ため、故意ではないけれどページが外れてしまったといっ
た経験はありませんか? そのような傷んだ本は司書が１
冊１冊丁寧に修理しています。
　修理には専用の糊や厚みのでない補修テープを使い
ます。テープといっても、セロハンテープではありません。
セロハンテープは時間が経つと剥がれたり、紙が変色し
たりするため、本の修理には向いていません。もし借り
た本が傷んでしまったら、まずは図書館にご相談ください。
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架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
「
訴
訟
最
終
告
知
と
い
う
は
が
き
が

届
い
た
」、「
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
料

金
請
求
の
メ
ー
ル
が
き
た
」
と
い
う
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

架
空
請
求
の
手
口
は
、
法
的
措
置

を
取
る
な
ど
と
記
載
し
た
は
が
き
や

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
を
送
っ
た
り
、
実
在

の
事
業
者
名
を
語
り
、
消
費
者
の
不
安

を
あ
お
る
や
り
方
で
す
。
架
空
請
求
は
、

消
費
者
の
情
報
を
完
全
に
把
握
し
て
行

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
安
に
駆
ら
れ
て
連
絡
し
て
し
ま
う
と
、

個
人
情
報
が
相
手
に
知
ら
れ
、
そ
の
情

報
を
元
に
さ
ら
に
金
銭
を
要
求
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
心
当
た
り
が
な
け
れ
ば
決
し
て
相
手

に
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
審
な
は
が
き
や
メ
ー
ル
が
届
い
た

場
合
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
て
、
本
当
に
支
払
い
が
必
要
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
お
試
し
注
文
」
が
定
期
購
入
だ
っ
た

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
で

「
初
回
お
試
し
・
格
安
」
と
い
う
健
康

食
品
や
化
粧
品
を
注
文
し
た
と
こ
ろ
、

２
回
目
の
商
品
と
高
額
な
請
求
書
が
届

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

い
た
。
不
思
議
に
思
い
販
売
元
に
連
絡

す
る
と
、
定
期
購
入
が
条
件
の
契
約
で

あ
っ
た
と
説
明
さ
れ
た
。
自
分
と
し
て

は
１
回
限
り
の
購
入
の
つ
も
り
だ
っ
た

の
で
納
得
い
か
な
い
、
と
い
う
内
容
の

相
談
が
最
近
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
お
試
し
」と
う
た
っ
た
格
安
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
商
品
を
注
文
す
る
時
に
は
、

定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
解
約
・
返
品
で
き
る
か
ど
う
か

も
併
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
時
に
は
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

　
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い

嶋
屋
日
記
の
石
橋

問
い
合
わ
せ
先

  

中
央
図
書
館

  

☎
０
９
６
８（
25
）１
１
１
１

5

　

橋
の
架
設
は
一
大
事
業
で
あ
り
、

人
々
の
生
活
の
要
と
な
る
も
の
で
す
。

近
世
、
肥
後
の
石
工
は
全
国
的
に
見
て

も
レ
ベ
ル
が
高
く
、
市
内
に
は
い
く
つ

も
の
石
橋
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
嶋
屋
日
記
」
7
冊
目
「
年
々
鑑
」

に
は
、
文
政
６(

１
８
２
３
）年
12
月

4
日
に
永
山
橋
で
行
わ
れ
た
「
渡
り
初

め
」に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
渡

り
初
め
」
と
は
、
橋
が
落
成
し
た
際
に

行
う
式
典
の
こ
と
で
、
高
齢
の
夫
婦
や

親
・
子
・
孫
三
代
夫
婦
の
揃
っ
た
一
家

な
ど
が
橋
を
渡
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
日
記
の
記
述
を
見
て
み
る
と
、
今

村
か
ら
「
一
家
内
よ
り
夫
婦
三
人
完か

ん

出

ル
」、
つ
ま
り
、
１
つ
の
家
族
か
ら
夫

婦
が
三
組
と
、「
赤
星
村
徳
平
九
十
四

才
」、
94
歳
の
長
寿
の
人
が
渡
り
初
め

を
行
っ
た
よ
う
で
す
。

　

橋
が
永
久
に
続
く
よ
う
に
と
の
願

い
を
込
め
た
儀
式
で
し
た
が
、
そ

の
甲
斐
も
な
く
こ
の
橋
は
文
政
12(

１
８
２
９
）
年
5
月
の
洪
水
で
流
失

し
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
残
っ
て
い

る
橋
は
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
明
治

11
（
１
８
７
８
）
年
に
１
３
０
ｍ
ほ
ど

上
流
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
現
代

と
違
い
、
当
時
の
橋
は
頻
繁
に
大
水
で

流
れ
る
な
ど
維
持
の
難
し
い
も
の
で
し

た
。
そ
の
た
め
「
渡
り
初
め
」
の
他
に

「
橋
堅
メ
」(

橋
を
守
る
儀
式
か)

に
つ

い
て
の
記
述
も
多
く
、永
山
橋
で
は「
堅

メ
踊
り
」、
藤
田
河
原
橋(

相
生
橋)

で
は
芝
居
興
行
を
行
っ
て
い
た
と
あ
り

ま
す
。

　

架
橋
の
際
に
は
、
工
事
を
行
う
大

工
・
石
工
の
他
に
も
経
費
集
め
や
管
理

を
行
う
役
人
の
存
在
も
不
可
欠
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
永
山
橋
と
と
も
に
県
指

定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
立

門
橋
に
つ
い
て
、
日
記
に
は
野
津
手
永

の
石
工
と
と
も
に
庄
屋
な
ど
の
役
人
名

が
併
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

多
く
の
人
々
の
尽
力
の
結
果
、
今
に
残

る
立
派
な
石
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
０
年
ほ
ど
前
の
日
記
に
書
か
れ
た

記
述
が
現
在
の
橋
の
姿
と
重
な
り
、
当

時
の
思
い
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

菊
池
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

(https://da.library-kikuchi.jp/)

で
は
「
嶋
屋
日
記
」
全
丁
、
永
山
橋
・

立
門
橋
の
写
真
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「年々鑑」より
二行目に「永山村石橋」

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

【ギャラリー】
「趣味遊遊・書道と絵手紙展」
期　間：10月2日㈫～14日㈰　
　日々熱中。日々まい進。趣味を楽しむ私たちの展示会で
す。ぜひご覧ください。

「しゅんこう和紙ちぎり絵教室展」 　松
まつ

永
なが

恭
きょう

子
こ

期　間：10月16日㈫～11月4日㈰　
　今年もまた展示の季節がやってきました。夏の暑さに負
けず張り切って制作したちぎり絵約50点。ぜひお揃いでお
出かけください。

写真や絵画などを展示しませんか。
　わいふ一番館ではギャラリーに作品を出展する人を募集
しています。詳しくはわいふ一番館までお尋ねください。

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム(

Ｇ
Ｔ)

を

推
進
す
る
に
あ
た
り
「
あ
り
の
ま
ま

の
地
域
資
源
を
生
か
す
」
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。「
農
業
体
験
」

を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
や
季
節
が
限
定
さ
れ
る
と
、

体
験
と
し
て
活
用
可
能
な
農
作
物
は

あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で

の
特
色
が
な
け
れ
ば
差
別
化
を
図
る

こ
と
が
難
し
く
、
都
市
部
か
ら
見
れ

ば
特
徴
や
違
い
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
は
「
Ｇ
Ｔ
の
ジ

レ
ン
マ
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
地
域

が
そ
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
の
ま
ま
の
地
域
資
源
を
生
か
す

た
め
に
必
要
な
の
は
、
都
市
部
の
ニ
ー

ズ
や
競
合
の
分
析
と
い
っ
た
外
的
環

境
に
目
を
向
け
る
こ
と
（
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
）
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
分
析

す
る
こ
と

が
「
あ
り
の

ま
ま
の
資
源

活
用
の
切
り

口
」
を
見
つ

け
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

地
域
資
源
の
活
用
と
ジ
レ
ン
マ

田植え体験の様子

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９
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7
月
28
日
、「
差
別
の
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
第
14
回
菊
池
市

人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
の
人
権
啓
発
講

演
会
に
て
、「
へ
こ
た
れ
へ
ん
」
の
演

題
で
講
演
さ
れ
た
み
え
人
権
教
育
・
啓

発
研
究
会
代
表
の
松ま

つ

村む
ら

智さ
と

広ひ
ろ

先
生
が
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
皆
さ
ん
は
「(

注
※)

ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
」「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。私
は
、左
足
を
30
セ
ン
チ
切
っ

て
金
属
を
入
れ
て
い
ま
す
。
先
日
、
秋

田
商
業
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
が
そ

の
マ
ー
ク
を
見
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

心
温
ま
る
対
応
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
勢
の
生
徒
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り

て
い
く
中
、
一
人
の
生
徒
だ
け
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
私

は
、
何
か
忘
れ
物
を
し
て
取
り
に
で
も

行
く
の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
杖
を
つ
き
な
が
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗
り
込
む
や
い
な
や
、
私
が
無
事
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
む
の
を
確
認

す
る
と
、
そ
の
生
徒
は
、
さ
っ
と
私
に

お
辞
儀
を
し
て
出
て
行
き
ま
し
た
。「
今

ど
き
の
若
い
も
ん
は
」
と
、
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
す
ば
ら
し
い
若
者
が
育
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
タ
ク
シ
ー
で
こ
ん
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
荷
物
を
抱
え
た
高
齢
者

の
女
性
が
近
く
の
駅
ま
で
タ
ク
シ
ー
に

乗
車
。
降
り
る
際
、
も
た
つ
く
女
性
に

「
近
い
と
こ
ろ
は
乗
る
な
！
」
と
運
転

手
の
罵ば

声せ
い

が
。
反
対
に
、
私
が
乗
っ
た

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
は
親
切
で
し

た
。
乗
る
と
き
も
降
り
る
と
き
も
、
運

転
席
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
降
り
て
、
荷
物
を

積
ん
だ
り
宿
泊
先
の
玄
関
ま
で
運
ん
だ

り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
後
者
の
タ
ク

シ
ー
会
社
で
は
、
社
員
を
対
象
に
企
業

研
修
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
奈
良
県
で
は
、
毎
月
11
日
を
「
人
権

を
確
か
め
る
日
」
と
し
て
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
こ
の
長
期
的
な
取
り
組
み
が

習
慣
と
な
り
、
抑
止
力
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
人
権
ポ
ス
タ
ー
に
も
抑
止
力
が

あ
り
ま
す
。
教
室
に「
い
じ
め
は
だ
め
」

「
差
別
は
だ
め
」
な
ど
と
掲
示
し
て
あ

る
と
、
あ
え
て
そ
う
い
っ
た
行
動
を
す

る
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。

　
人
は
、
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
、
人
権
感
覚
が
高
ま

り
ま
す
。
過
去
と
他
人
は
変
え
ら
れ
な

く
て
も
、
自
分
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
自
分
の
周
り
に
あ
る
問
題
も
、

見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん
。

耳
に
し
か
入
ら
な
い
声
で
は
な
く
、
心

の
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
ま
で
入
っ
て
い
く
声

が
必
要
で
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員  

宮み
や

川が
わ

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

　
部
落
問
題
も
、
差
別
す
る
側
の
問
題

で
す
。
厳
し
さ
も
あ
る
け
れ
ど
、
出
口

は
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
、
人
と
人
と

を
つ
な
ぐ
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
反
差

別
の
綱
を
子
ど
も
と
一
緒
に
引
く
こ
と

で
、
必
ず
変
え
ら
れ
ま
す
。

　
人
に
は
2
つ
の
エ
ン
ジ
ン
が
必
要
で

す
。
１
つ
は
自
分
の
エ
ン
ジ
ン
。
も
う

１
つ
は
、
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
人

の
た
め
、
他
の
目
標
や
目
的
の
た
め
の

も
の
で
す
。
差
別
は
一
人
で
は
な
く
せ

ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
な

く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
参
加
さ
れ
た
市
民
か
ら
も
「
人
権
に

対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
無
関
心

だ
っ
た
り
、
他
人
ご
と
と
捉
え
て
い
る

と
、
差
別
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
変
わ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
松
村
先
生

の
講
演
は
元
気
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
も
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
（
注
※
）
内
部
障
が
い
や
難
病
の
人

な
ど
、
外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援

助
や
配
慮
が
必
要
な

こ
と
を
知
ら
せ
る
も

の
で
す
。
福
祉
課
で

も
配
付
し
て
い
ま
す
。

⑥

問い合わせ先　市長公室　☎0968（25）7252

明治維新150周年記念シンポジウム・自治体交流宣言
「西

さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

と菊
きく

次
じ

郎
ろう

 ～敬天愛人に繋がる親子の絆～」
　8月19日、友好都市である鹿児島県大島郡龍

た つ

郷
ご う

町
ちょう

でシン
ポジウムが開催されました。西郷隆盛の子、菊次郎とゆか
りのある龍郷町、台

たい

北
ぺい

駐
ちゅう

福
ふく

岡
おか

経
けい

済
ざい

文
ぶん

化
か

辧
べん

事
じ

處
しょ

、京都市、鹿
児島県さつま町と本市が集い、共同で交流宣言を実施。隆
盛を縁に始まった交流が「まち」と「まち」をつなぎました。
　本市からは江

え

頭
がしら

市長と市議会議員8人が出席。文化・観
光・教育の分野を中心に相互協力と交流の促進を図り、隆
盛の座右の銘「敬天愛人」の精神の継承を確認。龍郷町か
らは書状のレプリカの寄贈を受けました。

宮
みや

登
と

喜
き

宛書状（レプリカ）
　西郷隆盛が、龍郷町でシマ役人
である宮登喜と猪狩りを楽しんで
いた様子がうかがえる資料。わい
ふ一番館の「西郷どんと菊池一族
Ver２」にて展示中です。

竹田龍郷町長㊥より寄贈
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菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用を記載していないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス番号　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

10月の「税」の納期限
10月31日㈬

問税務課市民税係　　　　　☎（25）7206
健康推進課国民健康保険係　☎（25）7218

●市県民税第３期
●国民健康保険税第４期

口座振替を利用している人は、1
０月25日㈭に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

　
運
輸
事
業
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
取

り
組
み
と
し
て
、
国
や
関
係
事
業
者
団
体

が
実
施
し
て
い
る
優
良
事
業
者
等
認
定
・

認
証
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
貸
切
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
利
用

す
る
場
合
は
、
優
良
運
輸
事
業
者
を
積
極

的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は「
九

州
運
輸
局
」
で
検
索
。

問
九
州
運
輸
局
交
通
政
策
部
消
費
者
行

政
・
情
報
課　

　
☎
０
９
２（
４
７
２
）２
３
３
３

優
良
運
輸
事
業
者
を
積
極
的
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
、
民
生
委

員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
担
当
地
区
の
中
で
福
祉
に
関
す
る
相
談

や
、
行
政
期
間
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
困
り
事
や
悩
み
事

が
あ
れ
ば
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

菊
池
第
１
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
（
敬
称
略
）

立
町
・
横
町　
柁か
じ
原わ
ら
裕ゆ
う
子こ　

　
☎（
25
）２
２
２
４

問
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
25
）７
２
１
３

新
し
い
民
生
委
員・
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

　
乳
が
ん
と
は
、
乳
腺
に
で
き
る
が
ん
の

こ
と
で
、
女
性
に
一
番
多
い
が
ん
で
す
。

が
ん
を
発
見
す
る
た
め
の
最
も
効
果
的
な

方
法
が
「
健
診
」
で
す
。
早
期
に
発
見
で

き
れ
ば
、
高
い
確
率
で
治
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診　
40
歳
以
上
の
人
を
対
象
に

乳
が
ん
個
別
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

指
定
医
療
機
関
に
て
問
診
・
視
触
診
を
行

い
、
後
日
、
菊
池
郡
市
医
師
会
立
病
院
で

乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

１０
月
は
乳
が
ん
月
間
で
す

医療機関名 住所 電話番号

岩根クリニック 隈府110 （２５）4230

川口病院 隈府823‐１ （25）2230
菊池中央病院 隈府494 （25）3141

黒川産婦人科医院 隈府1075‐23 （25）1071
米田産婦人科医院 隈府497‐1 （25）2589

田中医院 泗水町吉富3169‐8 （38）7070
たがみクリニック 西寺1400‐１ （24）５３５３

杜の里
かねこクリニック 藤田40‐１ （２３）７５２２

菊池市の指定医療機関一覧
　
県
内
動
物
愛
護
団
体
と
合
同
で
開
催
し

ま
す
。
動
物
た
ち
が
新
た
な
家
族
と
の
出

会
い
を
待
っ
て
い
ま
す
。
各
保
健
所
で
も

随
時
譲
渡
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

と　
き　
11
月
11
日
㈰　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　
県
庁
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

問
県
健
康
危
機
管
理
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

犬
猫
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す

　
解
雇
や
労
働
条
件
の
変
更
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル

の
自
主
解
決
が
難
し
い
場
合
、
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ

ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
正
規
社
員
、
非

正
規
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
主
も
利
用

で
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　

問
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
５
３

労
使
紛
争
の
解
決
に

「
あ
っ
せ
ん
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

介護予防ミニ講座
～ 噛む力を元気に! ～

噛む力が弱くなると、のどの奥に送り込む食べ物の大
きさが大きくなり、誤

ご
嚥
えん

や窒息のリスクが高くなります。

その原因は
❶口の周囲の筋力が低下している。
❷口の中にトラブルを抱えている。
❸噛む回数が少ない。
❹食事の形態と合っていない。

▶一口30回左右で噛むようにする。
▶一口の量を少なくする。
▶舌の筋力を鍛える。
▶薄味にして野菜・ごはん本来の味を味わう。
▶少し長めに食事の時間を取る。
▶口のトラブルを抱えている人は歯科を受診する。

食べ物を唾液としっかり混ぜ合わせて、よく噛
んで、のどの奥に送り込みましょう!

噛む力を高めると、食べ物をよくか
むことができ、唾液もよく出るよう
になりおいしく安全に食べられます。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
期
間　
10
月
1
日
㈪
～
12
月
31
日
㈪

12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
接
種

▼�

対
象
者　
❶
満
65
歳
以
上　
❷
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
機
能
低
下
な
ど
で
日
常
生
活
が
大

き
く
制
限
さ
れ
る
障
が
い
が
あ
る
人
、

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
が
あ
る
人
。

▼
接
種
回
数　
　
１
回

▼
個
人
負
担
額　
１
３
０
０
円

▼
市
負
担
額　
　
２
９
０
０
円

任
意
接
種
（
行
政
措
置
）

▼
対
象
者　
１
歳
～
64
歳
の
希
望
者

▼�

接
種
回
数　
❶
１
歳
以
上
13
歳
未
満　

２
回
（
２
～
４
週
間
空
け
る
）　

❷
13

歳
以
上　
１
回

▼
個
人
負
担
額　
１
８
０
０
円

▼
市
負
担
額　
　
２
４
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。
福
祉

課
で
受
給
証
明
書
を
発
行
し
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

接
種
機
関　
市
の
委
託
医
療
機
関
（
事
前

予
約
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　
▼
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
以

外
で
接
種
す
る
と
き
は
、
接
種
予
定
日
の

１
週
間
位
前
ま
で
に
健
康
推
進
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
生
活
課
に
印
か
ん
を
持
参
の

う
え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
手
続

き
が
な
い
場
合
は
補
助
で
き
ま
せ
ん
▼
住

民
票
が
本
市
に
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
保

険
証
・
免
許
証
な
ど
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
▼
子
ど
も
の
接
種
に
は

必
ず
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ
て

い
る
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

ィ
）
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
申
込
期
限　
平
成
31
年
1
月
31
日
㈭

※
受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
健
康
推

進
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額　

▼
40
歳
～
69
歳　
１
８
０
０
円　

▼
70
歳
以
上　
千
円

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係　

　
☎（
25
）７
２
１
９

住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
て
い
ま
す

受
付
期
限　
10
月
31
日
㈬
（
以
降
の
申
請

は
次
年
度
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
）

内　
容

❶
県
の
支
援

・
耐
震
診
断
（
一
般
）
耐
震
診
断
士
派
遣

　
本
人
負
担
額

　
図
面
あ
り　
５
５
０
０
円

　
図
面
な
し　
１
万
９
千
円

・
事
業
実
施
期
間　
～
２
０
２
０
年
度

問
●申
㈶
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
５
）０
７
７
１

❷
市
の
支
援

・
耐
震
改
修
設
計

　
補
助
率
３
分
の
２
（
上
限
20
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事

　

�

補
助
率
２
分
の
１（
上
限
82
万
２
千
円
）

・
シ
ェ
ル
タ
ー
工
事

　
補
助
率
２
分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

・
建
替
工
事

　
補
助
率
23
％
（
上
限
82
万
２
千
円
）

問
●申
都
市
整
備
課
建
築
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

　
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
と
今
後
の
大
規

模
地
震
に
備
え
、
熊
本
県
復
興
基
金
な
ど

を
活
用
し
、
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

対
象
要
件　
▼
木
造
住
宅
で
、
昭
和
56
年

５
月
末
ま
で
に
工
事
に
着
手
し
た
も
の
▼

昭
和
56
年
６
月
以
降
に
工
事
に
着
手
し
平

成
28
年
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た
も
の

年
に
１
回
は
特
定
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

　
生
活
習
慣
病
（
主
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
早
期
発
見
・
早
期
改
善

を
目
的
と
し
た
特
定
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
自

身
の
健
康
管
理
の
た
め
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

対　
象　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
～
74
歳
の
人

集
団
（
複
合
）
健
診

と　
き　
10
月
25
日
㈭
～
27
日
㈯

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

※
27
日
㈯
の
み
託
児
あ
り（
要
事
前
予
約
）

健
診
費
用

▼
40
歳
～
69
歳　
１
５
０
０
円

▼
70
歳
～
74
歳　
８
０
０
円

※
個
別
健
診
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施

医
療
機
関
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

　
平
成
31
年
4
月
１
日
か
ら
次
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
す
。

❶
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
導
入

　
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則
と

し
、
臨
時
、
特
別
な
事
業
の
場
合
も
法
で

働
き
方
改
革
関
連
法
案
成
立
に

よ
り「
働
き
方
」が
変
わ
り
ま
す

決
め
ら
れ
た
限
度
に
設
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

❷
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

　
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
あ
る
全

て
の
労
働
者
に
、
毎
年
５
日
、
時
季
を
指

定
し
て
有
給
休
暇
を
与
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

❸
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止

　
基
本
給
や
賞
与
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
待

遇
ご
と
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。

問
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室　

　
☎
０
９
６（
３
５
２
）３
８
６
５

く
は
「
菊
池
市　
特
定
健
診
」
で
検
索
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

費用を記載していないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス番号　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968（山鹿市、玉名市、荒尾市、和水町、南関町、玉東町、長洲町も同じ）
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募
集

　
広
報
き
く
ち
９
月
号
27
ペ
ー
ジ
「
全
国

一
斉
養
育
費
相
談
会
」
の
記
事
で
、
電
話

番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

お
詫
び
と
訂
正

　
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
１
９
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
」
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
運
営
・
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
一
緒
に
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

応
募
期
限　
11
月
20
日
㈫

活
動
期
間　
２
０
１
９
年

11
月
末
～
12
月
15
日
ご
ろ

活
動
場
所　
熊
本
市
、
八

代
市
、
山
鹿
市
の
５
会
場
と
そ
の
周
辺

活
動
内
容　
会
場
運
営
、
案
内
、
語
学
で

の
観
客
対
応
な
ど
。詳
し
く
は「
２
０
１
９

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」
で
検
索
。

問
●申
熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務

局　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
５
８

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界

選
手
権
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

浄
化
槽
法
定
検
査（
11
条
検
査
）

を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
の
定
期
的
な
維
持
管
理
に
は
、

保
守
点
検
・
清
掃
・
11
条
検
査
が
あ
り
ま

す
。
特
に
11
条
検
査
は
法
律
で
年
１
回
の

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本
市
が

管
理
し
て
い
る
浄
化
槽
は
毎
年
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
川
や
海
を
汚
さ
な
い
た
め
に

も
、
個
人
で
浄
化
槽
を
管
理
し
て
い
る
人

は
、
必
ず
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎（
25
）４
１
３
５

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
元
気
に
生
き

る
～
健
康
寿
命
を
延
ば
す
３
つ
の
秘
訣
！

～
」
と
題
し
、
健
康
に
関
す
る
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と　
き　
左
表
の
と
お
り　

　
※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
40
分　

サ
テ
ラ
イ
ト
菊
池
教
室

受
講
者
募
集

回 数 講　座　名 講　師 日　程

第1回
転ばぬ先の養生
～予防でイキイキ
　　　　　　　元気～

日赤熊本健康管
理センター　
川
か わ

島
し ま

和
か ず

美
み

保健師
11月4日㈰

第2回
継続は力なり
～運動を楽しむコツが
　　　　　見つかる～

熊本県立大学
松
ま つ

本
も と

直
な お

幸
ゆ き

教授 11月23日㈮㈷

第3回
笑う門には福きたる
～笑いで健康を
　　　　手に入れる～

熊本大学文学部
木

き

村
む ら

博
ひ ろ

子
こ

教授 12月1日㈯

市
有
財
産（
土
地
）を

公
売
し
ま
す

　
市
有
財
産
（
土
地
）
を
条
件
付
一
般
競

争
入
札
で
公
売
し
ま
す
。

売
却
物
件　
１
号
物
件　
菊
池
市
隈
府
字

町
１
１
０
番
４　
宅
地　
３
８
４
・
68
平

方
㍍　
※
都
市
計
画
区
域
で
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
に
該
当
し
て
い
ま
す
。

最
低
売
却
予
定
価
格　
８
３
４
万
８
千
円

売
却
物
件　

２
号
物
件　

菊
池
市
旭
志

伊
坂
字
東
原
３
７
３
番
１　

宅
地　

１
５
５
１
・
37
平
方
㍍　
※
都
市
計
画
区

域
外
で
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
は
該
当
し

て
い
ま
せ
ん
。

最
低
売
却
予
定
価
格　
５
１
２
万
円

受
付
期
間　
10
月
15
日
㈪
～
11
月
14
日
㈬

※
㈯
㈰
㈷
除
く

受
付
場
所　
市
本
庁
舎
２
階
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
課

そ
の
他　
申
込
方
法
や
入
札
参
加
資
格
、

入
札
の
時
期
な
ど
は
、
10
月
15
日
㈪
以
降

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
課
に
あ
る
実
施
要
領
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。　

問
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

　
☎（
25
）７
２
０
５

　
空
き
部
屋
が
あ
る
団
地
を
対
象
に
補
充

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

単
身
者
・
小
世
帯
用

▼
葉
山
団
地（
平
屋
）▼
砂
田
団
地（
平
屋
）

一
般
世
帯
用

▼
袈
裟
尾
団
地
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
▼
葉
山
団

地
（
２
階
建
）
▼
北
宮
団
地
（
２
階
建
）

▼
音
光
寺
団
地
▼
渕
園
団
地
▼
中
町
団
地

▼
流
川
団
地
▼
あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
▼
新
明

団
地
▼
岩
本
住
宅
▼
朝
日
西
団
地
▼
福
本

団
地
▼
田
島
団
地

　
詳
し
く
は
、
広
報
き
く
ち
９
月
号
（
26

ペ
ー
ジ
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
～
10
月
19
日
㈮
ま
で　
午
前

8
時
30
分
～
午
後
５
時　
※
㈯
㈰
㈷
除
く

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

平
成
30
年
度
第
２
回
菊
池
市
営

住
宅
補
充
入
居
者
を
募
集

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中
央

公
民
館

定　
員　
１
０
０
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前

申
込
方
法　
電
話
も
し
く
は
中
央
公
民
館

に
あ
る
申
込
書
を
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

※第 1 回は健康チェック・測定コーナーも同時開催（午後４時まで）
　菊池郡市医師会立病院との共催。血管年齢測定、おくすり相談など

講座一覧

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
●申
中
央
公
民
館　

　
☎（
25
）１
６
７
２　
Ⓕ（
25
）２
９
２
９

Ⓜkoum
inkan@

city.kikuchi.lg.jp

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

科　目 受講できる
障がい区分 定員 募集期間 訓練期間 会　場

パソコン
中級科

身体（聴覚・上肢・
下肢・内部）、
精神、発達、難病

10人 10月15日㈪～
11月30日㈮

平成31年１月
8日㈫ ～3月
22日㈮

株式会社
カランクラス

（玉名市築地）

パソコンスキ
ルアップ科
（熊本校）

身体（視覚・聴覚・
上肢・下肢・内部）、
知的、精神、発達、
難病、高次脳機能

10人 ～11月30日㈮
平成31年１月
８日㈫ ～３月
19日㈫

有限会社
システムランド

（熊本市中央区）

※詳しくは県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。

障
が
い
者
委
託
訓
練

が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
※
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

科　
目　
溶
接
加
工
科
・
電
気
設
備
サ
ー

ビ
ス
科
・
生
産
設
備
保
全
技
術
科
・
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
科
・
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

（
も
の
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
訓
練
）

訓
練
場
所　
合
志
市　

募
集
期
限　
10
月
25
日
㈭　

訓
練
期
間　
12
月
４
日
㈫
～
２
０
１
９
年

6
月
27
日
㈭

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

熊
本
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

時
間
額
７
６
２
円
（
10
月
１
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
県
内
全
て
の
事
業

所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
菊
池
労
働
基
準
監
督
署

　
☎（
25
）３
１
３
６

ま
す
。

誤　
☎
０
９
６（
２
８
５
）６
８
９
１

正　
☎
０
９
６（
２
８
５
）６
８
４
１

問 

市
長
公
室
広
報
交
流
係　

　
☎（
25
）７
２
５
２

かかりつけ医・かかりつけ薬局を持ちましょう

薬の飲み残しに注意しましょう

　国民健康保険の医療費は年々増え続けています。誰もが安
心して医療を受けられる国保制度を維持していくためにも、医
療費の適正化にご協力ください。

ジェネリック医薬品を利用しましょう
　これまで使われてきた新薬の特許が切れた後、厚生労働省から「新
薬と同等の効能や効果が得られる」と認められた薬のことです。ジェネ
リック医薬品に切り替えることで医療費の節約につながります。

問い合わせ先　健康推進課国民健康保険係 ☎（25）721８

▶ 同じ病気で複数の医療機関を受診する「はしご受診」はその都度初
診料や検査費用がかかります。

▶ 気になることは納得するまで医者に相談しましょう。紹介を受けて他
の医療機関を受診する場合は、経過をきちんと報告しましょう。

はしご受診（重複受診）はやめましょう

用法・用量を守り正しく薬を使いましょう
小児救急電話相談（＃８０００）を利用しましょう

医療費の適正化に
ご協力ください

　
自
分
の
体
力
が
現
在
ど
の
程
度
あ
る
か

を
推
定
で
き
る
全
身
持
久
力
測
定
と
、
楽

し
く
有
酸
素
運
動
に
取
り
組
む
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

持
久
力
を
高
め
る
こ
と
は
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
持
久

力
を
高
め
た
い
人
、
現
在
の
持
久
力
を
確

か
め
た
い
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
14
日
㈬

　
午
後
１
時
～
４
時
（
予
約
制
）

養
生
園
か
ぼ
ち
ゃ
館
持
久
力

Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

※
持
久
力
測
定
15
分
程
度
、
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
40
分
程
度

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園
か
ぼ
ち
ゃ
館

対　
象　
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に
興

味
の
あ
る
人
、
医
師
に
よ
る
運
動
制
限
の

な
い
人

定　
員　
30
人　
（
先
着
順　

※
平
成
30

年
度
菊
池
市
国
民
健
康
保
険
特
定
保
健
指

導
の
対
象
者
を
優
先
し
ま
す
）

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
ま
た
は
菊
池
養
生
園
に
あ
る
申
込

書
に
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、
詳
し
い
案
内
を
送
り
ま
す
。　

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

　この宝くじの収益金は市
町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。
問い合わせ先

（公財）熊本県市町村振興協会
☎096（331）0007

１枚�300円
販売期間

ハロウィン
ジャンボ宝くじ

10月23日㈫まで
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/
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お
金
の
悩
み
無
料
相
談
会

　
多
重
債
務
で
お
悩
み
の
人
の
た
め
の
無

料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
相
談
員
や
弁
護

士
、
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
が
相
談
を

受
け
ま
す
。
事
業
者
向
け
の
相
談
や
臨
床

相
談

一人
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
要

予
約
。

と　
き　
10
月
19
日
㈮

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
2
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
23
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
10
月
25
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
営
業
者
や
今
ま
で
の
経
験
・
技
術
を
生

か
し
て
独
立
開
業
を
予
定
し
て
い
る
人
な

ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
専
門
相
談
員
（
中
小
企
業

診
断
士・経
営
指
導
員
）
が
対
応
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
22
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　
菊
池
保
健
所

相
談
内
容　
経
営
、
融
資
、
税
務
に
関
す

る
こ
と

問（
公
財
）熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー　
☎
０
９
６（
３
６
２
）３
０
６
１

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の
た
め

の
経
営
相
談
室
開
設

　
10
月
15
日
㈪
～
21
日
㈰
は
「
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。
市
で
は
毎
月
行
政
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
苦

情
や
意
見
、
要
望
な
ど
が
あ
る
人
は
行
政

相
談
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

❶
10
月
３
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
泗
水
支
所

❷
10
月
17
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
菊
池
市
役
所

問
総
務
課
総
務
行
政
係　

　
☎（
25
）７
１
１
１

行
政
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す

県
立
高
等
技
術
専
門
校

平
成
31
年
度
４
月
入
校
生
募
集

募
集
科
・
訓
練
期
間
・
定
員

▼
自
動
車
車
体
整
備
科　
　
３
年　
15
人

▼
電
気
配
管
シ
ス
テ
ム
科　
２
年　
20
人

▼
総
合
建
築
科　
　
　
　
　
２
年　
15
人

応
募
資
格　
18
歳
以
上
、
高
卒
以
上
ま
た

は
本
年
度
高
卒
見
込
み
の
人

受
付
期
間　
10
月
10
日
㈬
～
19
日
㈮

試
験
日　
11
月
２
日
㈮

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
も
行

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
28
日
㈰

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
40
分

当
日
受
付　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢

ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央
区
桜
町
１
‐
３
）

相
談
時
間　
１
人
あ
た
り
70
分

　
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約

時
に
、
当
日
の
持
参
物
な
ど
を
説
明
し
ま

す
。
相
談
者
多
数
の
場
合
は
予
約
を
優
先

し
ま
す
。

問
●申
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

１
日
合
同
行
政
相
談
所

と　
き　
10
月
17
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央
区
手

取
本
町
８
‐
９
）

相
談
内
容　
行
政
に
関
す
る
意
見・要
望・

苦
情
な
ど

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

講
演
・
講
習

里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

里
親
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
里
親
制
度
と
は
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ

り
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
、
ま
た
は
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
に
、
温
か
い
愛

情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ
た
家
庭
環
境
の

下
で
の
養
育
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。
里

親
の
こ
と
を
知
り
た
い
人
、
里
親
制
度
に

少
し
で
も
興
味
が
あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
10
月
21
日
㈰　

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
ウ
ェ
ル
パ
ル
く
ま
も
と
（
熊
本

市
中
央
区
大
江
５
丁
目
１-

１
）

※
個
別
説
明
、
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

�

問
●申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
優
里
の
会

　
☎
０
７
０（
５
４
８
５
）８
３
６
５

定
期
救
命
講
習（
普
通
）

　
突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
応
急

手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
普
通
救
命
講
習

▼
講
習
日
・
場
所

・
10
月
20
日
㈯　
北
消
防
署

・
11
月
10
日
㈯　
西
消
防
署

・
11
月
14
日
㈬　
北
消
防
署

・
12
月
19
日
㈬　
西
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

※
い
ず
れ
も
定
員
は
30
人

�

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救

急
係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
。

と　
き　
10
月
16
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
１
０
１
会
議
室

�

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

看
護
師
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
in
菊

池
～
小
児
の
医
療
ケ
ア
初
中
級
編

　
保
育
園
や
小
中
学
校
、
訪
問
看
護
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
医
療
的
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
児
童
が
増
加
し
て
お
り
、
医
療
的

ケ
ア
児
に
対
応
で
き
る
看
護
師
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。研
修
を
受
講
し
て
、

増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
的
ケ
ア
児
の
対
応

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
11
月
14
日
㈬　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中
央

公
民
館
工
作
室

対　
象　
子
育
て
な
ど
で
休
職
中
の
看
護

師
、
小
児
の
医
療
的
ケ
ア
に
自
信
を
つ
け

た
い
看
護
師
な
ど

申
込
期
限　
11
月
７
日
㈬

申
込
方
法　
子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込

書
を
フ
ァ
ク
ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�

問
●申
熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
小
児
在

宅
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
７
３
）５
６
５
３

　
Ⓕ
０
９
６（
３
７
３
）５
４
４
９

イ
ベ
ン
ト

　
気
軽
に
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
情
報
交

換
し
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
子
育
て
の

方
法
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯
・
24
日

㈯　
午
前
10
時
～
正
午　

マ
マ
の
た
め
の

子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

と
こ
ろ　
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
中
小

集
会
室

対　
象　
市
内
に
住
む
第
1
子
が
小
学
校

低
学
年
の
保
護
者

参
加
費　
５
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
。
初

回
の
み
徴
収
）

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　
10
月
15
日
㈪
～
26
日
㈮

申
込
方
法　
生
涯
学
習
課
に
あ
る
申
込
書

を
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
●申
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

　

ゴ
ー
ス
ト
ラ

イ
タ
ー
騒
動
で

一
躍
時
の
人
と

な
っ
た
作
曲
家
・

ピ
ア
ニ
ス
ト
が

菊
池
で
公
演
。

と　
き　
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰　
午
後

２
時
開
演　
※
１
時
30
分
開
場

と
こ
ろ　
市
泗
水
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
指
定
３
千
円
（
当
日

３
５
０
０
円
）

※
前
売
券
完
売
時
は
当
日
券
な
し
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

入
場
券
発
売
日　
10
月
20
日
㈯

入
場
券
販
売
所　
市
文
化
会
館
ほ
か
市
内

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

問
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

新に
い

垣が
き

隆た
か
し

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　
く
ま
も
と
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
、

県
と
㈱
熊
本
放
送
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
本
市
で
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
20
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
中
央

公
民
館

内　
容　
❶
阿あ

部べ

裕ゆ
う
二じ

氏
、
福ふ
く
島し
ま
絵え

美み

氏

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
先
着
１
５
０
人
）　

❷

「
お
と
な
の
た
め
の
絵
本
空
間
ち
っ
く
た

っ
く
」
店
主　
本ほ
ん
多だ

良よ
し
江え

氏
分
科
会

申
込
方
法　
㈱
熊
本
放
送
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係　

　
☎（
25
）７
２
１
４

く
ま
も
と
子
育
て
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
菊
池

10
月
の
内
容

４
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

11
日
㈭　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
小
物
作
り

18
日
㈭　
運
動
遊
び

25
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円
。

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座
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こ
と
し
４
月
に
亡
く
な
っ
た
本
市
泗
水

町
出
身
の
前
衛
芸
術
家
、
佐さ

さ々

木き

耕こ
う
成せ
い
氏

の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
16
日
㈫
～
12
月
16
日
㈰

と
こ
ろ　
県
立
美
術
館
（
熊
本
市
中
央
区

二
の
丸
２
番
）

観
覧
料　

一
般
２
７
０
円
、
大
学
生

１
６
０
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

問
県
立
美
術
館　

　
☎
０
９
６（
３
５
２
）２
１
１
１

「
変
革
の
煽
動
者

佐さ

さ々

木き

耕こ
う

成せ
い

ア
ー
カ
イ
ブ
」

と　
き　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
（
合
志

市
御
代
志
１
６
６
１
番
地
16
）

対　
象　
お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
求
職
中

の
人
と
そ
の
家
族
、
支
援
者

※
予
約
、
履
歴
書
不
要

問
「
若
年
層
を
中
心
と
し
た
求
職
開
拓
事

業
」
運
営
事
務
局　

　
☎
０
９
６
８（
72
）２
３
７
５

く
ま
も
と
若
者
×
し
ご
と

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
in
県
北

と　
き　
12
月
４
日
㈫　
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
１
０
１
会
議
室

�　
農
地
の
公
売
参
加
に
は
、
農
業
委
員
会

の
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

10
月
25
日
㈭
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

公
売
前
に
滞
納
市
税
が
完
納
さ
れ
た
場
合

は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎（
25
）７
２
３
５

不
動
産
公
売
会
を
開
催
し
ま
す

　
異
国
情
緒
漂
う
空
間
で
物
語
の
主
人
公

に
な
り
ま
せ
ん
か
。
要
事
前
申
込
。

と　
き　
10
月
28
日
㈰　
午
前
11
時
～

　
※
小
雨
決
行
、
荒
天
時
中
止

問
●申
道
の
駅
泗
水
養
生
市
場

　
☎（
38
）６
１
０
０

第
４
回
コ
ス
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
in

孔
子
公
園

番号 所在 公売保証金 見積価額

１
 所在：菊池市七城町林原字五反田    
 地番：906番 
 地目：田　地積：1,549平方㍍

109,000円 1,084,000円

２
 所在：菊池市七城町蘇崎字前田　
 地番：70番
 地目：田　地積：2,275平方㍍

160,000円 1,592,100円

3
 所在：菊池市七城町蘇崎字前田　
 地番：60番
 地目：田　地積：311平方㍍

０円 187,100円

４
 所在：菊池市七城町橋田字牟田
 地番：193番
 地目：田　地積：3,236平方㍍

208,000円 2,071,000円

５

 所在：菊池市泗水町永字樋掛
 地番：318番1
 地目：田　地積：370平方㍍ 73,000円 723,600円 所在：菊池市泗水町永字樋掛
 地番：318番2
 地目：田　地積：1,374平方㍍

６

 所在：菊池市泗水町永字下山下　 
 地番：39番1
 地目：田　地積：892平方㍍ 53,000円 527,700円 所在：菊池市泗水町永字下山下　
 地番：39番2
 地目：田　地積：195平方㍍

７
 所在：菊池市泗水町永字樋掛
 地番：273番1
 地目：田　地積：1,066平方㍍

0円  ４５０,１00円

▼公売予定物件

▼公売予定物件写真（一部）

各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

と　
き　
10
月
24
日
㈬

午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

job navi

２
０
１
８

学
生
等
企
業
説
明
会
＆
面
接
会

２１

３ ４

　
「
蒙も

う

古こ

襲し
ゅ
う

来ら
い

絵え

詞こ
と
ば

」（
宮
内
庁
所
蔵
の
本

物
）を
、17
年
ぶ
り
に
熊
本
で
公
開
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
１
日
㈭
～
12
月
17
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
※
毎
週
㈫
、
11
月
30

　
日
㈮
休
館

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
文

学
・
歴
史
館
／
図
書
館

ロ
ビ
ー
（
熊
本
市
中
央

区
出
水
２
‐
５
‐
１
）

問
く
ま
も
と
文
学
・
歴

史
館　
☎
０
９
６（
３
８
４
）５
０
０
０

く
ま
も
と
文
学・歴
史
館
特
別
展
示

「
蒙も

う

古こ

襲し
ゅ
う

来ら
い

絵え

詞こ
と
ば

と
竹た

け

崎ざ
き

季す
え

長な
が

」

10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央
区
手

取
本
町
８
番
９
号
）

対　
象　
大
学
（
院
）、
短
大
、
専
修
学

校
な
ど
を
本
年
度
卒
業
予
定
ま
た
は
卒
業

後
お
お
む
ね
３
年
以
内
の
人

※
申
込
不
要
。
面
接
希
望
者
は
履
歴
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
訓
練
室

　
☎
０
９
６（
２
１
１
）１
７
０
７

　年に一度のハロウィン仮装パーティー♪英語を使った
楽しいゲーム、英語の歌の発表などを行います。詳細は
ホームページをご覧ください。
と　き　10月28日㈰　※参加費500円
　　　　幼児の部 午前10時～11時
　　　　小学生の部 午前11時30分～午後０時30分
ところ　ロンドン・アイ・イングリッシュ（菊池郵便局前）
申込方法　電話  ※10月19日㈮午後5時締め切り
問●申ロンドン・アイ・イングリッシュ
☎090（9724）3640　Ⓗwww.londonienglish.com

英会話学校主催
第５回ハロウィン仮装パーティー♪

　カラテを通して強くてたくましい心身を鍛え、礼儀や
感謝の気持ちを表せる人になるよう指導します！
対　象　３歳～年齢無制限
と　き　毎週㈫・㈭　午後7時～９時
ところ　菊池市総合体育館、菊池市立七城体育館
会　費　入会金5,000円（道着無料プレゼント！）
　　　　年会費10,800円（登録料、保険代など）
　　　　月会費5,000円（大学生以下）ほか家族割引有り
問●申山

やま

崎
さき

　☎090（6636）5609

新極真カラテスクール菊池道場　道場生募集

　「ほたる夜想曲」は、美しい水と自然を次の世代に残す
ために作られ、歌い、踊り継がれて20年余りになります。
保存会を結成（平成27年）し、踊る方を募集しています。
さまざまなイベントに出演し、観光の一役も担います。
募集期間　随時
応募資格　男女不問（60歳まで）
年会費　　1,000円
練　習　　月１回  第１㈫
問●申ほたる夜想曲（踊）保存会 水

みず

上
かみ

 ☎0968（37）2209

「ほたる夜想曲」を踊る人募集

　テニスの好きな人、楽しくプレーしている人、学校で
部活をしている人、誰でも大会に参加できます。
と　き　11月４日㈰　午前9時～ ※雨天予備日11日㈰
ところ　菊池市城山公園テニスコート
種　目　男子・女子ダブルス（フリー・Ｃクラス・Ｄクラス）
参加料　１ペア4,000円、高校生以下3,000円
　　　　協会会員および入会者は割引します。
申込期限　10月26日㈮　
問●申菊池市テニス協会事務局　竹

たけ

森
もり

☎090（3017）2989

第 12 回菊池市テニス協会
ダブルストーナメント大会

　聴きなじみのあるポップスから、本格的な吹奏楽曲ま
で大人も子どもも楽しめるプログラムです。ぜひご家族
や友人と一緒にお越しください。
と　き　10月７日㈰午後2時開演　※入場無料
ところ　菊池市文化会館大ホール
入場料　無料
演奏曲　喜歌劇「こうもり」セレクション、ディズニーア
ニメより、Lets Swing!、「コード・ブルー」メインテーマ、
YMCA（ヤングマン）、オーメンズ・オブ・ラブ他
問菊池南中学校吹奏楽部　西

にし

田
だ

　☎0968（25）2239

菊池南中学校吹奏楽部第 33 回定期演奏会

　健康太極拳を始めませんか。男女合わせて20人程で
楽しく練習しています。基本から教えますのでお気軽に
お越しください。見学、無料体験できます。
と　き　毎週㈭　午前10時～11時
ところ　西部市民センター
内　容　八段錦、楊名時太極拳
参加料　月額1,000円
問●申日本健康太極拳師範　佐

さ

々
さ

木
き

☎0968（25）0696

秋から始める楊名時太極拳

と　き　10月18日㈭
ところ　七城温泉ドーム
時　間　昼の部 午後１時　夜の部 午後６時
料　金　前売券2,500円　当日券3,000円
　　　　（お弁当、お茶またはビール、入浴付き）
その他　15人以上の団体は送迎もします。
問●申七城温泉ドーム　　☎0968(26)4800

玄海竜二一座特別公演

　雨や日焼けも気にならない。室内にマットを敷き、縦
10㍍×横３㍍のコート中央に高さ50㌢のネットをはさん
で、ソフトテニスの要領で打ち合います。新人戦・男女
ペア戦・懇親大会など楽しい大会もあります。
と　き　毎週㈮　午後８時～10時
10月は5日㈮、11日㈭、18日㈭、26日㈮
ところ　菊池北小学校体育館
参加費　１回目のみ無料 ２回目より200円
指　導　内

うち

古
こ

閑
が

　
問田中スポーツ　☎0968（25）4235

バウンドテニス参加者募集

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※ 投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

※蒙古襲来絵詞（宮内庁三の丸尚蔵館所蔵）
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市内３高校の魅力を伝えます！

　

８
月
９
日
～
12
日
ま
で
三
重
県
で
行
わ

れ
た
「
２
０
１
８
彩
る
感
動 

東
海
総
体
」

で
、
剣
道
女
子
個
人
に
普
通
科
３
年
の
田た

中な
か

咲さ

妃き

さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
部
は
８
月
11
日
に
長
野
県
で

開
催
さ
れ
た
第
42
回
全
国
総
合
文
化
祭

の
「
吟
詠
剣
詩
舞
」
部
門
に
出
演
し
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
人
間
西
郷
ど

ん
」。
旬
な
内
容
に
全
国
か
ら
た
く
さ
ん

の
賛
辞
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
は
８
月
24
日
に

東
京
で
行
わ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
に
出

場
。
メ
ン
バ
ー
中
３
人
は
高
校
で
バ
ト
ン

問い合わせ先 ☎0968（25）3032

を
始
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
国
の
強
豪

校
を
相
手
に
６
位
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。
高
校
個
人
部
門
で
は
、
普
通
科
３

年
の
藤ふ

じ

木き

あ
ゆ
さ
ん
が
３
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

検
定
で
は
調
理
に
関
す
る
高
度
な
技

術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
今
回
、
１
級
の

課
題
は
、
60
歳
祖
母
の
還
暦
祝
い
の
供

応
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
。
家
庭
科
３
年

髙た
か

本も
と

沙さ

采あ
や

さ
ん
が
見
事
合
格
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
飯い

い

島じ
ま

理あ
や

加か

さ
ん
（
平
成

24
年
卒
）
は
、
今

年
度
地
魚
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
、

12
月
に
東
京
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

　

菊
女
で
は
、
年
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
菊
池
市
内
は

も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
躍

中
で
す
。
こ
の
夏
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

最
多
で
参
加
し
た
生
徒
７
人
に
学
校
長

が
感
謝
状
を

授
与
。
７
人

は
部
活
や
課

外
・
実
習
の

合
間
を
ぬ
っ

て
、
積
極
的

に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
交
通
安
全
川
柳
「
飲
酒
運

転
の
根
絶
の
部
」
で
普
通
科
２
年
の
中な

か

川が
わ

み
な
み
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

新校舎建設スタート

きくち女子舞完成しました！

第3回体験入学

　完成は来年度を予定しています。

　「きくちの里」の音楽に合わせ、菊池の
美しさを表現する振り付けで踊ります。

　10月20日㈯に体験入学を行います。
中学生や保護者のみなさまのご参加を
お待ちしております。

郷土芸能部で社会福祉科３年の
中
な か

村
む ら

千
ち

夏
な つ

さん㊧と山
や ま

口
ぐ ち

未
み

来
く

さん㊨
準優勝を果たした

田中咲妃さん

MISIAの「明日へ」に合わせ、希望をイメージした
力強い舞いを披露

完成イメージ

普
通
科
２
年 

中な
か

川が
わ

み
な
み
さ
ん

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。
問い合わせ先　学校教育課 ☎0968（25）7231

vol.50

旭志中学校

泗水中学校

育で漫才作りを体験笑８月28日

10月27日の学習発表会で授業の成果を発表予定です

　１年生が「笑育」の授業を受けました。松竹芸能
プロに所属する漫才師のセバスチャン、じなんぼ
～いずを招き、漫才のネタ作りから実践までを体
験。表現力や想像力を培いました。照れたり恥ず
かしがったりしていた生徒たちも、後半は堂々とネ
タを披露。楽しい時間を過ごしました。

ろんな職業を体験い８月29～31日

商品の陳列やお菓子作りなど、いろんな職業を体験しました

　２年生が職場体験学習を行いました。地域の約
30の事業所のもと、生徒たちはものづくりや接客
などを体験。仕事内容や心構えについて、丁寧に
教わりました。教室の授業では味わえない貴重な
体験をすると同時に、地域や社会の一員としての
責任も感じて帰ってきました。

　週２回の業間体育で、全校児童が班ごとに「昔遊
び」「体幹」「投力」「精神力：瞑想呼吸法」「リズム感」
などのトレーニングを行っています。指導するのは、
３名の保護者チームで結成する「きくぽんず」。児
童が楽しみながら活動できるよう工夫しており、子
どもたちも毎回大喜びです。

９月４日

瞑想で精神力を鍛えます教具もユニフォームも自作です

活躍！「きくぽんず」大
菊之池小学校

　夏休み明けから、正門以外の３ヶ所で実施してい
た登下校を正門に変更しました。正門は、学校を
象徴する大切な場所。登下校の際に「一礼・あいさ
つ」を始めました。自主的に挨拶運動をした戸崎っ
子委員会の児童たちは「みんな挨拶を大きな声で
返してくれてうれしかった」と話しました。

８月27日

「今日一日がんばります」「ありがとうございました」の気持ちを込め、
大きな声で元気に挨拶をしました

門で「一礼・あいさつ」正
戸崎小学校

　８月から「放課後子ども教室推進事業」が始まり
ました。毎週月・木曜の放課後に週２回実施し、５
～６年の児童14人が参加。コーディネーターや支
援員の先生の指導のもと、学習に取り組みました。
児童は「下の学年の復習もできた。参加してよかっ
た」と話しました。

８月２日

夏休みの宿題も勉強できました一生懸命学習に取り組みました

どもたちの学習支援子
泗水東小学校

正門のボランティア看板前にて
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←フェイスブック QRコード
菊池市  協力隊

vol.19

【 

聞
き
手 

】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー　
伊い

藤と
う 

亮り
ょ
う

ロ
ー
イ
ン
グ
ディ
レ
ク
タ
ー

◀ 

ボ
ー
ト
の
オ
ー
ル
は

長
さ
約
３
㍍

　

ボ
ー
ト
競
技「
ロ
ー
イ
ン
グ
」の
競
技
経
験
を
生

か
し
、ボ
ー
ト
で
菊
池
を
活
性
化
し
よ
う
と
奮
闘

し
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
は
、小
学
生
を
対
象
に
ボ
ー

ト
の
体
験
教
室
を
開
始
。「
子
ど
も
た
ち
が
競
技
の

楽
し
さ
を
感
じ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
ま
た
、菊
池
の

ボ
ー
ト
競
技
の
強
化
を
担
当
。
毎
週
火
曜
日
以
外

は
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。「
来
年
、全
国
高
校

総
体
の
ボ
ー
ト
競
技
が
斑
蛇
口
湖
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
を
目
指
し
、強
化
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

　

竜
門
ダ
ム
に
あ
る
斑
蛇
口
湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
菊
池

に
人
を
呼
び
込
む
活
動

も
し
て
い
ま
す
。「
ボ
ー

ト
で
菊
池
と
世
界
を
つ

な
ぐ
仕
事
が
で
き
れ
ば
。

ま
た
、
世
界
を
目
指
す

人
材
も
育
成
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

ボート部のコーチとして高校生
に真剣なまなざしを向ける

生涯学習センター“KiCROSS”１周年記念イベント

　８月14日に本市出身でパリと東京に店を構える中山シェフ（菊池市ふるさと親善大使）を迎え、
中央公民館で「ユメミライレストラン」が開催されました。

世界を舞台に活躍する料理人の技や生き方を学ぼうと市内の高校生や大学生16人が参加し、
中山シェフ指導の手作りランチを食べながら将来の夢を語り合いました。

メニューは菊池産の食材を使った本格フレンチ。
中山シェフは「夢は叶うもの。挑戦することが大事」とエールを贈りました。

中
なか

山
やま

豊
とよ

光
みつ

シ ェ フ と 高 校 生 が 夢 談 義

参加者の声

亀
かめ

川
かわ

直
なお

之
ゆき

さん
（七城町甲佐町）

野菜を提供

菊池は宝の山。
食の 豊 かさを
かみ締めてもら
えれば。若い人
は 地域 の 魅力
に誇りを持って、
夢をかなえてほ
しいですね。

生産者の声

増
ます

田
だ

史
ふみ

也
や

さん

菊池高校３年

無駄のないシェ
フの 動 きや 調
理アイデアに圧
倒されました。
プ ロの 技を間
近で 学 べ て良
かった。とても
楽しかったです。

井
いの

本
もと

七
な

月
つき

さん

菊池農業高校２年

フランスで活躍
するシェフが作
る 本場 の 料理
を学べました。
実際 に 調理 す
ることで、とて
も 貴重 な体験
ができました。

西
にし

本
もと

由
ゆ

香
か

さん

菊池女子高校１年

い つも食 べて
いる菊池 の 野
菜が、素材の味
を生かすことで
輝いたので感動。
シェフの丁寧で
真剣 な 姿に引
き込まれました。

なかやま・とよみつ
パリでファッションデザイ
ナー髙

たか

田
だ

賢
けん

三
ぞう

氏の専属料理
人に。平成21年にパリで自
身の店をオープン。今年の３
月には東京にも店を開いた。

最後はみんなで記念に集合写真。世界地図に将来の夢を書き込みました

展 示講 座

われら地域おこし協力隊！

【申し込み・問い合わせ先】 中央公民館 ☎0968（25）1672

自分好みのコーヒーに出会う講座 〈全３回・要申込〉

造形アーティストの作品展示

幻の城下町“菊池”のイラスト展示

11月４日㈰ 午前９時30分～午後４時
中央公民館 小研修室１

11月４日㈰ 中央公民館 調理実習室
定員：各回10人　参加費：300円

① 午前９時30分～  ②午前10時20分～  ③ 午前11時10分～

市の地域おこし協力隊の活動内容を紹介します。実家が京都の老舗喫茶店の草
くさ

野
の

優
ゆう

二
じ

さんが、おいしいコーヒー
の淹れ方を伝授します。（各回30分程度）

東
ひがし

耕
こう

平
へい

さんの作品を展示します。

橋
はし

本
もと

眞
しん

也
や

さんによる、菊池一族が活躍した時代の菊
池を再現したイラストを展示します。

ワークショップ

日常で使える心理学ワークショップ 〈要申込〉

11月４日㈰ 午後１時～３時
中央公民館 小研修室１　定員：14人

松
まつ

枝
えだ

智
とも

博
ひろ

さんが実践的に使える心理学を教えます。

地域おこし協力隊も参加します！
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　市教育委員会が未来のリーダーとグローバル人材の育成
を目的に開催し、市内の中学生29人が参加。英語のみで活
動するイングリッシュ・キャンプや、国内外で活躍する講師に
よる講義など、仲間とともに学びの多い３日間を過ごしました。

会場は県立菊池少年自然の家。班ごとにチャンツ（リズムに乗せて
英語で歌うこと）で菊池の魅力を発表する生徒たち

大自然の中でリーダーを目指せ
7月２9日～８月１日 プラチナ2018森の学校きくち

市の観光イメージソング「菊池の里」を歌った佐
さ

伯
えき

陽
よう

子
こ

さん（亘）㊥
らの歌に合わせ、みんなで合唱しました。

　御所通りのホームセンターアワヤで「第１回歌ごえ喫茶」
を開催しました。ＮＰＯ法人きくち櫻会が企画したもので、
約50人が来場。参加者は歌を聞きながらお茶やお菓子を
食べ、楽しい時間を過ごしました。

みんなで歌って楽しいひととき
７月22日　歌ごえ喫茶

　記念すべき10万人目の来館者は、東京から娘夫婦、孫と
一緒に里帰りしていた福

ふく

岡
おか

湯
ゆ

香
か

里
り

さん。菊池温泉が名前の
由来になっているそうです。これからも皆さんに愛され続け
る図書館を目指して、４館合わせて頑張ります。

福岡さん（右から２番目）には記念品として七城の米とメロンが贈ら
れました

開館１周年を前に来館者10万人突破！
８月１日　中央図書館

　７月23日に大阪府で開催された同大会に出場し、原さん
（前川）が振袖の部で優勝、宮本さん（菊池女子高校３年）は
関西・大阪21世紀協会賞を受賞。報告のため、指導者の山

やま

田
だ

京
きょう

子
こ

さんとともに市役所を訪問しました。

原さんは「これからは、人に着せ付ける勉強をしたい」、宮本さんは「来
年は個人で出場できるよう練習を重ねたい」と意気込みました

原
はら

小
さ

百
ゆ

合
り

さん、宮
みや

本
もと

恵
え

里
り

花
か

さんが入賞
８月３日　第４６回全日本きもの着付選手権大会

　ソフトバンク株式会社と市の地域活性化包括連携協定調
印式を市生涯学習センターで行いました。この協定は、双
方の資源を有効活用し、地方創生の実現、持続的な地域の
発展を目的としています。

ＩＣＴを活用した職員の働き方改革の推進など、さまざまな取り組み
を進めていきます

ＩＣＴを活用して地域活性化
８月1日　地域活性化包括連携協定

　子どもたちにステージに立つ機会を与え、地域の音楽文
化向上に寄与することを目的に開催。市文化会館を会場に
市内の幼・保育園児から中学生まで48組が出場し、ピアノの
伴奏に乗せ情景豊かな美しい歌声を響かせました。

㊧宮本トミヨ賞を受賞した芹
せり

川
かわ

ひかりさん（南中２年）、㊨教育長賞を
受賞した池

いけ

野
の

翔
しょう

さん（南中２年）

きれいな歌声を披露しました
８月５日　第31回きくち童謡唱歌祭

　スポーツ振興と地域活性化を目的に菊池市体育協会が主
催。泗水町内の行政区から23チームが参加しました。ファ
インプレーやホームランも出るなど、応援にも熱が入り大会
は盛り上がりを見せました。

優勝した上住吉区のメンバー。準優勝は永区、3位は福本二区・桜山
一区

行政区対抗！熱戦の6日間
７月31日～８月５日　泗水ナイターソフトボール大会

　市多目的グラウンドで開催。市内の職場、地域で構成さ
れる13のチームが参加しました。決勝戦に進んだのは花房
クラブと菊池カリスマーズ。手に汗握る熱戦を繰り広げ、２
対１で花房クラブが優勝を果たしました。

エラーやミスのない堅い守りで優勝を掴んだ花房クラブの選手たち

接戦を制したのは…
８月１日～７日　熊日旗菊池市民ナイター野球大会

　６月23日にえがお健康スタジアムで開催された県予選男
子走高跳で山

やま

崎
さき

陽
はる

喜
き

さん（菊池アスリートクラブ・花房小６年）
が優勝。全国大会への出場報告のため、同予選で入賞した
部員と市役所を訪問しました。

㊥山崎さん、㊧同県予選女子80ｍハードル３位松
まつ

寺
でら

優
ゆう

奈
な

さん（隈府
小6年）、㊨同県予選女子走高跳2位の岩

いわ

木
き

咲
さ

良
ら

砂
さ

さん（隈府小6年）

全国の舞台へジャンプ！
８月７日　第34回全国小学生陸上競技交流大会

　平成30年7月豪雨で被災した地域への支援として、田
た

村
むら

直
なお

美
み

さん（山崎）が梅干しを送りました。被災地でボランティ
アをする人の塩分補給にと思い立ち実施。趣旨に賛同した
菊池、山鹿などの住民からも提供を受けました。

送付先は島根県出雲市。田村さんは「被害が広範囲で、さまざまな
支援が必要と思った。皆ができることをしていければ」と語りました

被災地へ梅干しでのお手伝い
８月７日　平成30年7月豪雨

　（公社）「小さな親切」運動本部が「小さな親切」を行った
団体や個人を表彰するもので、堀江さん夫妻が受章。東日
本大震災の復興支援と熊本地震復興支援のお礼を兼ねて
行った岩手県などでのボランティア活動が認められました。

現地の学童保育や施設でのわたがし提供ボランティアを実施。「体が
続く限り続けたい」と力強く語る堀江清次郎さん㊧と妻昭子さん㊥

堀
ほり

江
え

清
せい

次
じ

郎
ろう

さん、昭
あき

子
こ

さんが受章
８月７日　「小さな親切」実行章

菊池渓谷復興の一助に
８月７日　支援金贈呈

　菊池渓谷を美しくする保護管理協議会（江
え

頭
がしら

実
みのる

会長）に、
日本の森・滝・渚全国協議会（市

い ち

川
か わ

煕
ひろし

会長・山口県光市長）か
ら震災復興支援金が贈呈されました。支援金は、ことしの３
月に入谷を再開した菊池渓谷の復興に役立てられます。

支援金を受け取る江頭会長㊧と市川会長㊨。菊池渓谷は日本の滝
100選に選ばれています
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これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
https://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.54

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
「
西
郷
ど
ん
」
こ

と
、
西
郷
隆
盛
さ
ん
の
ご
先
祖
は
菊
池
一
族

で
、
七
城
の
西
郷
地
区
が
発
祥
の
地
で
あ
る

こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
薩
摩
藩
の

命
で
奄
美
大
島
に
身
を
潜
め
た
失
意
の
時

期
、
西
郷
ど
ん
は
「
菊
池
源
吾
」
と
名
乗
っ

て
い
ま
す
。「
吾
が
源
は
菊
池
な
り
。」
菊
池

一
族
の
末
裔
と
い
う
誇
り
を
心
の
支
え
に
し

て
、
逆
境
の
時
代
を
乗
り
切
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
期
に
授
か
っ
た
二

人
の
子
ど
も
に
も
、
菊
次
郎
・
菊
草
と
菊
池

ゆ
か
り
の
名
を
付
け
て
い
ま
す
。
◆
そ
の
居

住
地
で
あ
っ
た
龍
郷
町
と
本
市
は
、
菊
池
つ

な
が
り
の
ご
縁
で
友
好
都
市
と
な
っ
て
い
ま

す
。
去
る
8
月
、
龍
郷
町
を
市
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
訪
問
し
ま
し
た
。
明
治
維

新
１
５
０
年
を
機
に
、
西
郷
ど
ん
と
菊
次
郎

ゆ
か
り
の
５
つ
の
自
治
体
に
よ
る
交
流
宣
言

を
行
う
た
め
で
す
。
長
男
菊
次
郎
は
台
湾
の

宜
蘭
県
知
事
、
第
2
代
京
都
市
長
と
し
て
大

き
な
功
績
を
残
し
、
今
日
な
お
多
く
の
尊
敬

を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
縁
か
ら
、
菊

池
市
・
龍
郷
町
・
京
都
市
・
宜
蘭
市
（
台
湾

代
理
）・
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
か
ら
代
表
が

集
ま
り
、
相
互
交
流
を
深
め
よ
う
と
い
う
趣

旨
で
す
。
◆
特
に
京
都
市
と
の
新
し
い
接
点

は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
が
楽
し
み
な
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
台
湾
と
の
人
的
な
つ
な
が

り
は
、
観
光
や
文
化
交
流
に
大
き
な
追
い
風

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
◆
人
と
人

の
つ
な
が
り
が
さ
ら
に
つ
な
が
り
を
生
む
。

つ
な
が
り
の
連
鎖
ほ
ど
心
強
い
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
新
た
な
化
学
反
応
が
楽
し
み
で
す
。

つながりの連鎖

10月28日
㈰

山縣医院（内） 大津町 096（293）4430

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

新谷歯科医院 菊池市 0968（25）2034

11月3日
㈯㈷

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

11月4日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

中村歯科医院 菊池市 0968（37）2300

11月11日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

三隅内科医院（内） 合志市 096（248）6161

たがみクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（24）5353

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

緒方歯科医院 菊陽町 096（232）4315

10月7日
㈰

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021

かたやま内科・漢方クリニック（内・漢内・糖） 合志市 096（273）6960

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

ちぢいわ歯科クリニック 合志市 096（242）4681

10月8日
㈪㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

村瀬しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（330）7561

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

岸眼科（眼） 菊池市 0968（38）0075

西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

10月14日
㈰

しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050

和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

10月21日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071

つつみ歯科クリニック（耳・ア） 菊池市 0968（41）3434

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)3300でご確認ください。

魚
うお

住
ずみ

旭
あさ

陽
ひ

くん（○菊 高野瀬） 小
こ

林
ばやし

  遥
はるか

ちゃん（○菊 上西寺）

1歳 H29年10月24日生まれ 1歳 H29年10月28日生まれ
冨
とみ

岡
おか

実
み

蘭
らん

ちゃん（○菊 大琳寺） 城
しろ

本
もと

葵
き

子
こ

ちゃん（○菊 野間口）
1歳 H29年10月23日生まれ 1歳 H29年10月21日生まれ

福
ふく

島
しま

瑠
る

莉
り

ちゃん（○泗 富の原台） 岡
おか

本
もと

篤
あつ

人
と

くん（○菊 木柑子）
2歳 H28年10月7日生まれ 3歳 H27年10月26日生まれ

田
た

中
なか

巴
とも

音
ね

ちゃん（○泗 田島団地） 江
え

上
がみ

和
かん

那
な

ちゃん（○旭 伊萩）
3歳 H27年10月24日生まれ 3歳 H27年10月1日生まれ

小
お

副
そえ

川
がわ

さやちゃん（○菊 北宮）

1歳 H29年10月31日生まれ
宮
みや

川
がわ

桜
もも

雅
か

ちゃん（○菊 大琳寺）
2歳 H28年10月15日生まれ

塚
つか

崎
ざき

大
ひろ

翔
と

くん（○菊 上町）
3歳 H27年10月30日生まれ

渡
わた

辺
なべ

晴
はる

仁
と

くん（○菊 片角）
2歳 H28年10月4日生まれ

梅
うめ

田
だ

和
あい

奈
な

ちゃん（○菊 野間口）
3歳 H27年10月19日生まれ

後
ご

藤
とう

捺
さ

羽
わ

ちゃん（○菊 中町）
3歳 H27年10月16日生まれ

川
かわ

口
ぐち

仁
に

愛
あ

ちゃん（○菊 北宮）
1歳 H29年10月14日生まれ

飯
いい

田
だ

　迅
じん

くん（○七 岡田）
2歳 H28年10月3日生まれ

中
なか

島
しま

朱
あか

莉
り

ちゃん（○菊 大琳寺）
1歳 H29年10月4日生まれ

井
い

手
で

陽
ひ

葵
なた

ちゃん（○菊 大琳寺）
3歳 H27年10月9日生まれ

専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成30年11月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日  ※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着24人（毎月）
申込方法　 市長公室または各支所の広報担当まで申し込んでください。

ホームページからも応募できます。
問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252
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